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はじめに

『Java Enterprise System技術の概要』では、Java Enterprise Systemの技術的および
概念上の基礎を紹介します。また、Java Enterprise Systemのコンポーネント、アーキ
テクチャー、プロセス、および機能についても説明します。

ここでは、Java Enterprise Systemのマニュアルセットで使用される技術的な概念およ
び用語を定義します。各章の「重要な用語」の項には重要な技術用語の説明があり、
そこで Java Enterprise Systemの文脈での用語の使用方法を説明しています。

対象読者
『Java Enterprise System技術の概要』は、Java Enterprise Systemに基づいてソフト
ウェアソリューションを設計、配備、または保守するユーザー向けに書かれていま
す。したがって、ビジネスアナリスト、システム設計者、フィールドエンジニア、シ
ステム管理者などを含む幅広い読者が対象になります。

『Java Enterprise System技術の概要』を読むには、次の各技術に関する一定の知識が
必要になります。

� 一般的なネットワークの概念

� 認証および承認に関連するセキュリティーの基礎

� Java言語、Java 2 Standard Editionコンポーネント、Java 2 Enterprise Editionコ
ンポーネント
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Java Enterprise Systemのマニュアル
セット
Java ESのマニュアルセットでは、配備計画およびシステムインストールについて説
明します。システムマニュアルの URLは、http://docs.sun.com/coll/1286.1
です。Java ESの概要を把握するには、次の表に記載された順番でマニュアルを参照
してください。

表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアル名 内容

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4リリースノート』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報が記載さ
れています。これ以外に、コンポーネントごとにリ
リースノートがあります。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4ドキュメントロード
マップ』

Java ESに関するすべてのマニュアルについて説明して
います。システム全体に対するマニュアルと個々のコ
ンポーネントに対するマニュアルの両方が含まれてい
ます。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4技術の概要』

Java ESの技術的および概念上の基礎を紹介していま
す。コンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、
および機能についても説明しています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4配備計画ガイド』

Java ESに基づくエンタープライズ配備ソリューション
の計画および設計について説明しています。配備計画
および設計の基本的な概念と原則を示し、ソリュー
ションのライフサイクルについて説明し、Java ESに基
づくソリューションを計画する際に利用できる高度な
例や方法を提供しています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストール計画ガ
イド』

ハードウェア、オペレーティングシステム、ネット
ワークの各側面に関する Java ES配備の実装仕様を作成
する際に役立ちます。コンポーネントの依存関係な
ど、インストールおよび設定計画時に解決すべき問題
について説明しています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』

Java ESを Solarisオペレーティングシステムまたは
Linuxオペレーティングシステムへインストールする手
順について解説しています。インストール後にコン
ポーネントを設定する方法やそれらが正しく機能して
いるか検証する方法についても説明しています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールリ
ファレンス』

設定パラメータに関する追加情報、設定計画時に使用
すべきワークシート、およびデフォルトのディレクト
リやポート番号などのリファレンス情報を提供しま
す。
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表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアル名 内容

『Sun Java Enterprise
System 2005Q1配備実例集:評価のシ
ナリオ』

Java ESを 1つのシステムへインストールし、一連のコ
アサービス、共有サービス、およびネットワークサー
ビスを設定し、設定したサービスにアクセス可能な
ユーザーアカウントをセットアップする方法について
説明しています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4アップグレードガイ
ド』

Solarisオペレーティングシステムまたは Linuxオペ
レーティング環境での Java ESのアップグレード手順を
示しています。

『Sun Java Enterprise System用語
集』

Java ESのマニュアル内で使用される用語を定義してい
ます。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–2表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。
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表 P–2表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。
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第 1章

Java Enterprise Systemの概要

Sun Java™ Enterprise System (Java ES)は、ネットワークを介して、またはインター
ネット環境で分散しているエンタープライズ版アプリケーションをサポートするため
に必要なサービスを提供する一連のソフトウェアコンポーネントです。このマニュア
ルでは、このようなアプリケーションを「分散型のエンタープライズアプリケー
ション」と呼びます。

Java Enterprise Systemは、Sunソフトウェアのリリース、配信の方法論、およびビジ
ネスと価格設定の戦略も実現しています。ただし、このマニュアルでは Java
Enterprise Systemのソフトウェアコンポーネントとコンポーネントが提供するサービ
スに重点を置いています。

この章では、Java Enterprise Systemおよびシステムの使用に関連する作業を紹介しま
す。次のトピックが含まれます。

� 19ページの「Java Enterprise Systemが必要な理由」
� 21ページの「Java Enterprise Systemコンポーネント」
� 27ページの「Java Enterprise Systemでの作業」
� 32ページの「この章の重要な用語」

Java Enterprise Systemが必要な理由
現在のビジネスでは、ネットワークまたはインターネット環境を介して分散する、高
いレベルのパフォーマンス、可用性、セキュリティー、スケーラビリティー、および
保守性を備えたソフトウェアソリューションが必要とされています。

Java Enterprise Systemでは、このような分散型のエンタープライズアプリケー
ション、つまり、通常次のような特徴を持つアプリケーションをサポートするために
必要なインフラストラクチャーサービスを提供します。

� 分散型:アプリケーションは、地理的に離れたサイトも含むネットワーク環境にわ
たって配備された対話型のソフトウェアコンポーネントで構成されています。環境
内のさまざまなコンピュータ上で動作するこれらの分散型コンポーネントは、互い
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に連携して動作することで、エンドユーザーおよびその他のビジネスアプリケー
ションに対して特定のビジネス機能を提供します。

� エンタープライズ版:アプリケーションの適用範囲と規模が、本稼働環境またはイ
ンターネットサービスプロバイダのニーズを満たしています。このアプリケー
ションは通常、企業全体に及んでおり、多くの部門、オペレーション、およびプロ
セスを 1つのソフトウェアシステムに統合します。アプリケーションは、パフォー
マンス、可用性、セキュリティー、スケーラビリティー、および保守性に関する高
度なサービス要件を満たす必要があります。

分散型のエンタープライズアプリケーションでは、分散型コンポーネントが互いに通
信できるようにしたり、それらのコンポーネントの動作を調整したり、セキュリ
ティー保護されたアクセスを実装したりする、基盤となる一連のインフラストラク
チャーサービスが必要となります。さらに、これらのインフラストラクチャーサービ
スは、コンピュータやネットワークリストから成るハードウェア環境によってサポー
トされます。このハードウェア環境には、SPARC®と x86 (IntelおよびAMD)のハー
ドウェアアーキテクチャーが含まれます。

次の図に、全体的な階層スキーマを示します。Java Enterprise Systemは基本的に、図
1–1に示す分散型インフラストラクチャーサービス層を提供します。ただし、Java
Enterprise Systemサービスには、エンドユーザーがアクセス可能なサービスなど、ア
プリケーションレベルのサービスもいくつか含まれます。

図 1–1分散型のエンタープライズアプリケーションに必要なサポート

Java Enterprise Systemによって提供される主なサービスには、以下のものがありま
す。

� ポータルサービス:これらのサービスを使用すると、従業員、在宅勤務者、知識労
働者、パートナ企業、仕入先、および顧客が、企業ネットワーク内外の任意の場所
から企業のリソースにアクセスできます。これらのサービスは、ユーザーコミュニ
ティに対する時間と場所を問わないアクセス、配信の個人用にカスタマイズされた
統合、集約、セキュリティー、モバイルアクセス、および検索の機能を提供しま
す。

� 通信サービスと共同作業サービス:これらのサービスを使用すると、多様なユー
ザーコミュニティー間でセキュリティー保護された情報交換を行えます。具体的な
機能には、ユーザーのビジネス環境で使用する、インスタントメッセージング、会
議、カレンダのスケジューリングなどのメッセージング機能によるリアルタイムの
共同作業があります。
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� ネットワークアイデンティティーサービスとセキュリティーサービス:グローバル
ベースのすべてのコミュニティー、アプリケーション、サービスの間で適切なアク
セス制御が確実に適用されるようにすることで、企業の主要な情報資産のセキュリ
ティーと保護を向上させます。これらのサービスは、アイデンティティープロ
ファイル、アクセス特権、およびアプリケーションとネットワークリソースの情報
を格納、管理するリポジトリと連携して機能します。

� Webコンテナサービスとアプリケーションサービス:これらのサービスは、分散型
コンポーネントが実行時に互いに通信することを可能にするほか、広範なサー
バー、クライアント、およびデバイス用のアプリケーションの開発、配備、および
管理をサポートします。これらのサービスは、J2EE™ (Java 2 Platform, Enterprise
Edition)技術に基づいています。

Java Enterprise Systemは、可用性、スケーラビリティー、保守性、およびその他のア
プリケーションまたはシステムの品質を向上させるサービスも提供します。Java
Enterprise Systemによって提供されるサービス品質の機能には、以下のものがありま
す。

� 可用性サービス:これらのサービスは、アプリケーションコンポーネントとそれら
をサポートするインフラストラクチャーコンポーネントに対して、ほぼ連続的な可
用性を提供します。

� アクセスサービス:これらのサービスは、Java Enterprise Systemサービスへのイン
ターネットまたはブラウザベースのアクセスを提供します。

� 管理サービス:これらのサービスは、Java Enterprise Systemがサポートするアプリ
ケーションのパフォーマンスを維持および調整する際に役立ちます。

ユーザーは、1つまたは複数の Java Enterprise Systemサービスを配備できます。それ
らの各サービスには Java Enterprise Systemコンポーネントがいくつか含まれます。

Java Enterprise Systemコンポーネント
Java Enterprise Systemは、個別のソフトウェア製品やソフトウェアコンポーネントを
単一のソフトウェアシステムとして統合化したものです。このシステムのコンポーネ
ントに対するテストが実施されていて、各コンポーネント間の相互動作が保証されて
います。そうした統合は、次のようないくつかのシステムレベル機能によって実現さ
れています。

� 共通に使用される一連の共有ライブラリですべてのコンポーネントの同期をとりま
す。

� すべての Java ESコンポーネントは、単一のインストーラを使ってインストールさ
れます。

� 統合された 1つのユーザーアイデンティティーおよびセキュリティー管理システム
をすべての Java ESコンポーネントが共有できます。
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これらの機能については、このマニュアルの後の章で説明します。ここでは、Java
Enterprise Systemに統合されたさまざまなコンポーネントの説明に重点を置いていま
す。これらのシステムコンポーネントは、次の図に示すように、3つの主要カテゴリ
に分類できます。

� システムサービスコンポーネント:分散型のエンタープライズアプリケーションを
サポートする主な Java Enterprise Systemインフラストラクチャーサービスを提供
します。

� サービス品質コンポーネント:システムサービスコンポーネントおよび分散型アプ
リケーションコンポーネントの可用性、セキュリティー、スケーラビリティー、保
守性、およびその他の要素を向上させます。

� 共有コンポーネント:多くのシステムサービスコンポーネントおよびサービス品質
コンポーネントを実行する環境を提供します。

図 1–2 Java ESコンポーネントのカテゴリ

システムサービスコンポーネント
いくつかの Java ESコンポーネントが分散型ソフトウェアソリューションをサポート
する主なサービスを提供します。これらのシステムサービスには、ポータルサービ
ス、通信サービスと共同作業サービス、アイデンティティーサービスとセキュリ
ティーサービス、Webコンテナサービス、および J2EEアプリケーションサービスが
含まれます。

これらの分散型サービスを提供するシステムサービスコンポーネントとそれらが提供
するサービスを簡単に説明したのが、次の表です。各システムサービスコンポーネン
トはマルチスレッド対応のサーバープロセスであり、多数のクライアントをサポート
します。コンポーネントの詳細については、73ページの「システムサービスコン
ポーネントの説明」を参照してください。
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表 1–1 Java ESシステムサービスコンポーネント

コンポーネント 提供されるシステムサービス

Sun Java System Access
Manager

アクセス管理サービスおよびデジタルアイデンティティー管理サービ
スを提供します。アクセス管理サービスには、シングルサインオンを
含む認証と、アプリケーションまたはサービス、あるいはその両方へ
のアクセスに対するロールに基づく承認が含まれます。管理サービス
には、個々のユーザーアカウント、ロール、グループ、およびポリ
シーの集中管理が含まれます。

Sun Java System
Application Server

セッション Beans、エンティティー Beans、メッセージ駆動型 Beans
など、EJB (Enterprise JavaBeans™)コンポーネントの J2EEコンテナ
サービスを提供します。コンテナは、密接に結合された分散コンポー
ネント間の対話に必要なインフラストラクチャーサービスを提供し、
Application Serverを e-コマースアプリケーションおよびWebサービ
スを開発および実行するためのプラットフォームにします。
Application ServerはWebコンテナサービスも提供します。

Sun Java System Calendar
Server

エンドユーザーおよびエンドユーザーグループにカレンダサービスと
スケジューリングサービスを提供します。Calendar Serverには、
サーバーと対話するブラウザベースのクライアントが含まれていま
す。

Sun Java System
Directory Server

アイデンティティープロファイル (従業員、顧客、仕入先など)、ユー
ザーの信用情報 (公開鍵の証明書、パスワード、PIN番号)、アクセス
特権、アプリケーションリソース情報、ネットワークリソース情報な
どのイントラネット情報およびインターネット情報を格納および管理
するための中央リポジトリを提供します。

Sun Java System Instant
Messaging

インスタントメッセージング (チャット)、会議、アラート、ニュー
ス、調査、ファイル転送など、エンドユーザー間における、セキュリ
ティー保護されたリアルタイムの通信を提供します。このサービスに
は、ユーザーが現在オンラインであるかどうかと通知するプレゼンス
マネージャー、およびブラウザからサーバーとの対話を行なうクライ
アントが含まれます。

Sun Java System Message
Queue

緩やかに結合された分散型のコンポーネントやアプリケーション間に
おける、信頼性の高い非同期のメッセージングを提供します。
Message Queueは、JMS (Java Message Service) API仕様を実装して
いるほか、さらにセキュリティー、スケーラビリティー、リモート管
理などのエンタープライズ機能も備えています。

Sun Java System
Messaging Server

電子メール、ファックス、ポケベル、音声、およびビデオをサポート
する、セキュリティー保護された、信頼性の高い大容量の蓄積交換型
メッセージングを提供します。Messaging Serverは、複数のメッセー
ジストアに同時にアクセスできるほか、一方的に送られてくる電子
メールの受信拒否やウィルス攻撃の防止に役立つコンテンツフィルタ
リング機能を提供します。
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表 1–1 Java ESシステムサービスコンポーネント (続き)
コンポーネント 提供されるシステムサービス

Sun Java System Portal
Server

ビジネスアプリケーションやビジネスサービスにアクセスするブラウ
ザベースのクライアントに対し、コンテンツの集約や個人用のカスタ
マイズなど、主要なポータルサービスを提供します。Portal Server
は、設定可能な検索エンジンも提供します。

Sun Java System Web
Server

Javaサーブレットコンポーネントや JSP™ (JavaServer Pages™)コン
ポーネントなどの Java Webコンポーネントに対して、J2EE™ Webコ
ンテナサービスを提供します。Web Serverは、CGIスクリプトや
Sun Java System Active Server Pagesなど、静的および動的なWebコ
ンテンツを配信するためのその他のWebアプリケーション技術もサ
ポートしています。

Sun Java System Service
Registry

サービス指向アーキテクチャー (SOA)に対応したWebアプリケー
ションをサポートするレジストリおよびリポジトリを提供します。
Service Registryは、Webサービスを登録および検出するための業界
標準に加え、関連情報や事実、XMLスキーマ、ビジネスプロセス
ルール、アクセス制御、バージョン管理といったアーティファクトな
どを管理するための業界標準を実装しています。

サービス品質コンポーネント
Java Enterprise Systemには、表 1–1に示したシステムサービスコンポーネントのほか
に、システムサービスコンポーネントが提供するサービスの品質を高めるためのコン
ポーネントがいくつか含まれています。また、サービス品質コンポーネントを使え
ば、カスタム開発されたアプリケーションサービスも改善できます。サービス品質コ
ンポーネントは次のカテゴリに分類されます。

� 可用性コンポーネント
� アクセスコンポーネント
� 管理コンポーネント

可用性コンポーネント
可用性コンポーネントは、システムサービスコンポーネントおよびカスタムアプリ
ケーションサービスがほぼ連続的に稼動することを可能にします。Java Enterprise
Systemに含まれる可用性コンポーネントおよびそれらのコンポーネントが提供する
サービスを次の表に示します。コンポーネントの詳細については、78ページの「可
用性コンポーネントの説明」を参照してください。
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表 1–2 Java ES可用性コンポーネント

コンポーネント 提供される可用性サービス

Sun Cluster Java Enterprise Systemの高可用性サービスとスケーラビリティー
サービス、Java Enterprise Systemインフラストラクチャーの最上部
で実行されるアプリケーション、およびサービスとアプリケーション
の両方が配備されるハードウェア環境を提供します。

High Availability Session
Store

障害発生時でも、アプリケーションのデータ、特にセッション状態
データを利用可能にするデータストアを提供します。

アクセスコンポーネント
アクセスコンポーネントは、システムサービスへのフロントエンドアクセスを可能に
し、多くの場合、エンタープライズファイアウォールの外にあるインターネットから
のセキュリティー保護されたアクセスを可能にします。そのようなアクセスを可能に
することに加えて、多くの場合、ルーティング機能も提供します。Java Enterprise
Systemに含まれるアクセスコンポーネントおよびそれらのコンポーネントが提供する
サービスを次の表に示します。コンポーネントの詳細については、79ページの「ア
クセスコンポーネントの説明」を参照してください。

表 1–3 Java ESアクセスコンポーネント

コンポーネント 提供されるアクセスサービス

Sun Java System
Directory Proxy Server

企業ファイアウォールの外からセキュリティーサービスを Directory
Serverに対して提供します。Directory Proxy Serverは、ディレクト
リアクセス制御と複数の Directory Serverインスタンスに対するルー
ティングを提供します。

Sun Java System Web
Proxy Server

Webコンテンツをキャッシュ、フィルタリング、および配信する機能
を、送信インターネット要求と受信インターネット要求の両方に対し
て提供します。

Sun Java System
Communications Express

設定に応じて、Messaging Server、Calendar Server、および
Directory ServerへのWebベースのアクセスを提供します。

Sun Java System Portal
Server, Secure Remote
Access

企業ファイアウォールの外から、内部ポータルを含む Portal Server
のコンテンツやサービスへの、セキュリティー保護されたインター
ネットアクセスを提供します。

Sun Java System
Connector for Microsoft
Outlook

Microsoft Outlookを使用するデスクトップクライアントに、
Messaging Serverと Calendar Serverの両方に対するインタフェース
を提供します。
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管理コンポーネント
管理コンポーネントは、システムサービスのための、設定や監視などの管理機能を提
供します。Java Enterprise Systemに含まれる管理コンポーネントおよびそれらのコン
ポーネントが提供するサービスを次の表に示します。コンポーネントの詳細について
は、82ページの「管理コンポーネントの説明」を参照してください。

表 1–4 Java ES管理コンポーネント

コンポーネント 提供される管理サービス

Sun Java System
Administration Server (お
よびコンソール)

Directory ServerおよびMessaging Serverの設定および管理を可能に
するグラフィカル管理ツールを提供します。

Sun Java System
Directory Preparation
Tool

Messaging Serverおよび Calendar Server用のユーザーのプロビ
ジョニングに必要となるスキーマを使って Directory Serverを設定す
るためのスクリプトを提供します。

Sun Java System
Delegated Administrator

Messaging Serverおよび Calendar Serverが必要とするユーザー属性
を Directory Serverのユーザーエントリ内に格納するための、コマン
ド行ツールと GUIツールの両方を提供します。

共有コンポーネント
Java Enterprise Systemには、多くのシステムサービスコンポーネントおよびサービス
品質コンポーネントが依存する、ローカルにインストールされる共有ライブラリがい
くつか含まれています。Java ES共有コンポーネントは、同じホストコンピュータ上
で稼働する Java ESコンポーネントにローカルサービスを提供します。

共有コンポーネントは、多くの場合、異なるオペレーティングシステム間の移植性を
提供するために使用されます。Java Enterprise System共有コンポーネントの例とし
て、Java 2 Platform, Standard Edition (J2SE™プラットフォーム)、Netscape Portable
Runtime (NSPR)、Network Security Services (NSS)、Network Security Services for
Java (JSS)などがあります。完全な一覧については、83ページの「共有コンポーネン
ト」を参照してください。

共有コンポーネントのインストールは、インストール対象のシステムサービスやサー
ビス品質コンポーネントに応じて、Java ESインストーラによって自動的に行われま
す。
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Java Enterprise Systemでの作業
Java Enterprise Systemソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成には、い
くつかの標準的な作業が含まれます。それらの作業の範囲や難易度は、Java
Enterprise System導入時の出発点や、作成および配備しようとしているソリュー
ションの性質によって異なります。

ここでは、Java Enterprise Systemでの作業における 2つの側面、つまり、Java
Enterprise Systemソリューションのライフサイクルと通常使用される各種導入シナリ
オについて説明します。

Java Enterprise Systemソリューションのライフサ
イクル
Java ESソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成に伴う作業は、図 1–3
に示すように、いくつかのフェーズに分けられます。この図は、各種作業を通常実行
する Java Enterprise Systemユーザーのカテゴリも示しています。
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図 1–3ソリューションライフサイクルのフェーズとユーザーカテゴリ

図 1–3に示すライフサイクルのフェーズは、次の一般的なグループに分類できます。

� 配備前:このフェーズでは、ビジネスのニーズを配備シナリオ、つまり論理アーキ
テクチャーと一連のサービス品質の要件に変換します。配備シナリオは、配備アー
キテクチャーを設計するために使用する仕様としての役割を果たします。
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� 配備:このフェーズでは、配備シナリオに基づいて配備アーキテクチャーを作成し
ます。このアーキテクチャーをプロジェクト承認および予算設定の基礎として使用
できます。この配備アーキテクチャーは、ソフトウェアソリューションを本稼動環
境に配備 (構築、テスト、および展開)するために必要な詳細情報が含まれる実装
仕様の基礎にもなります。

� 配備後:オペレーションフェーズでは、配備されたソリューションを本稼働条件下
で実行し、パフォーマンスを監視および最適化します。また、配備されたソリュー
ションを必要に応じてアップグレードし、新しい機能を組み入れます。

図 1–3に示すソリューションのライフサイクルおよび各フェーズの作業については、
第 4章で詳しく説明します。

図 1–3は、ライフサイクルの各フェーズに示された作業を通常実行する Java ESユー
ザーを示しています。Java ESで作業を実行する場合、実行するジョブは図 1–3に示
す 1つ以上のユーザーカテゴリに該当します。各カテゴリのユーザーのスキルと
バックグラウンドは、次の表のとおりです。

表 1–5ライフサイクルの作業に関連する Java ESユーザーカテゴリ

ユーザー スキルとバックグラウンド フェーズ

ビジネスプランナ

システムアナリスト

専門的ではなくても、一般的な技術知識を持っている。

企業の戦略上の方向性を理解している。

ビジネスのプロセス、目的、要件を理解している。

ビジネス分析

技術要件

論理設計

設計者 専門的である。

配備アーキテクチャーの幅広い知識を持つ。

最新の技術に精通している。

ビジネスの要件および制約を理解している。

論理設計

配備設計

システムインテグレータ

フィールドエンジニア

システム管理者

システムマネージャー

専門的である。

IT環境に精通している。

分散型のソフトウェアソリューションを実装した経験があ
る。

ネットワークのアーキテクチャー、プロトコル、デバイ
ス、セキュリティーの知識を持つ。

スクリプト言語およびプログラミング言語の知識を持つ。

配備設計

配備実装
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表 1–5ライフサイクルの作業に関連する Java ESユーザーカテゴリ (続き)
ユーザー スキルとバックグラウンド フェーズ

特化したシステム管理者

代行管理者

サポートエンジニア

特化した技術知識または製品知識を持つ。

ハードウェア、プラットフォーム、ディレクトリ、および
データベースに精通している。

ソフトウェアの監視、トラブルシューティング、および
アップグレードに熟練している。

オペレーティングシステムプラットフォームのシステムの
管理の知識を持つ。

オペレーション

Java Enterprise Systemの導入シナリオ
Java ESの導入につながるビジネスのニーズは多様です。ただし、ほとんどすべての
Java ES配備の高い目標は、次のいずれかの導入シナリオに該当します。

� 新しいシステム:既存のソフトウェアシステムなしで始め、新しいビジネスソ
リューションをサポートするために Java Enterprise Systemソフトウェアを配備し
ます。

� 強化:既存の情報技術 (IT)インフラストラクチャーで始め、そのシステムの一部、
大部分、または全部を Java ESソフトウェアで置き換えます。通常は、システムま
たはサブシステムが複雑すぎるか、制約が多すぎるか、維持するのに高価であると
いう理由でシステムやサブシステムを置き換えます。たとえば、セキュリティーの
向上、高い可用性、スケーラビリティーの向上、柔軟性の向上、複雑さの解消、追
加機能 (シングルサインオンなど)、または ITリソースの有効利用が必要であるな
どです。つまり、既存のシステムで得られるよりも優れた投資効果を望んでいると
いうことです。

� 拡張:既存の ITインフラストラクチャーで始め、現在システムに含まれない Java
Enterprise Systemソフトウェアを配備します。通常、新しいビジネスのニーズに
対応するために、この方法でソフトウェアシステムを拡張します。Java ESポータ
ルによる既存のサービスの個人用にカスタマイズされた集約や既存のサービスに対
する Java認証および承認などの新しい機能が必要になる場合があります。

� アップグレード: Java Enterprise Systemの以前のバージョンまたは Java Enterprise
Systemよりも前の Sun製品から構成される ITインフラストラクチャーで始め、
Java Enterprise Systemコンポーネントの最新のバージョンにアップグレードしま
す。

各導入シナリオには、それぞれ考慮しなければならない点と克服しなければならない
点があります。ユーザーの状況に当てはまる導入シナリオがどれであるかにかかわら
ず、図 1–3に示すソリューションのライフサイクルプロセスが適用されます。ただ
し、導入シナリオによって、ライフサイクルの各フェーズで対処する必要のある問題
や投資する必要のあるリソースが異なります。

一般に、導入シナリオには、次に示す考慮事項が程度の差はありますが適用されま
す。
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� 移行:既存のインフラストラクチャーを新しいソフトウェアで強化またはアップグ
レードするには、多くの場合、既存のシステムから新しいシステムにデータを移行
する必要があります。データは、設定情報、ユーザー情報、アプリケーションの情
報などになります。新しいプログラミングインタフェースのために、ビジネスロ
ジックやプレゼンテーションロジックを移行する必要がある場合もあります。

� 統合:新しいソフトウェアを既存のシステムに追加したり、既存のソフトウェアサ
ブシステムを置き換えたりするには、多くの場合、新しいソフトウェアコンポーネ
ントを残りのサブシステムに統合する必要があります。統合には、新しいインタ
フェースレイヤーの開発、J2EEコネクタまたはリソースアダプタの使用、既存の
コンポーネントの再設定、データ変換スキーマの実装などが含まれます。

� トレーニング:インフラストラクチャーの変更はほとんどの場合、IT手順やスキル
セットの変更を意味します。IT部門は、Java Enterprise Systemテクノロジをサ
ポートするための、新しいスキルの習得、または古いスキルの移行のために十分な
時間を確保できる必要があります。

� ハードウェア:既存のシステムまたはサブシステムを置き換えたり強化したりする
場合、ビジネス上の制約により、既存のハードウェアを再利用しなければならない
可能性があります。導入シナリオによっては、ハードウェアリソースが重要な要素
になります。

次の表は、Java ESの各導入シナリオに該当する考慮事項の性質を要約しています。

表 1–6 Java ES導入シナリオに関する考慮事項

導入シナリオ 移行 統合 トレーニング ハードウェア

新しいシステム 問題なし 新しいコンポーネント
の統合は比較的簡単

通常かなりの考慮が必
要

機器のコストと労力の
コストのバランス1

強化 重要な考慮事項になる
場合がある

新しいコンポーネント
を既存のシステムと統
合する必要がある

かなりの考慮が必要な
場合がある

既存の機器によるかな
りの制約がある場合が
ある

拡張 通常は問題なし 新しいコンポーネント
を既存のシステムと統
合する必要がある場合
がある

かなりの考慮が必要な
場合がある

一般に、新しいシステ
ムと同じトレードオフ
の新しいハードウェア
が必要になる

アップグレード かなりの考慮が必要な
場合がある

アップグレードされた
コンポーネントの統合
は比較的簡単

比較的考慮事項が少な
い

比較的考慮事項が少な
い

1 少数の強力なコンピュータを使用すると、通常、機器のコストは増えますが、必要な ITリソースは少なくなりま
す。多数の小型のコンピュータを使用すると、通常、機器のコストは少なくなりますが、より多くの ITリソース
が必要になります。
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この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、用語間の関係や Java Enterprise Systemの文脈でどのように使用されているかの
説明に重点を置いています。

導入シナリオ Java Enterprise Systemソフトウェアを配備する総合的な理由。着手す
るソフトウェアシステムや達成すべき目標を明らかにします。Java
Enterprise Systemには基本的な導入シナリオが 4つあります。新しい
システム、置換、拡張、およびアップグレードです。

コンポーネント 分散型アプリケーションを構築するときの基本となるソフトウェアロ
ジックの単位。コンポーネントは、Java Enterprise Systemに含まれる
システムコンポーネント、カスタム開発されたアプリケーションコン
ポーネントのいずれかになります。通常、アプリケーションコンポー
ネントは、CORBAや J2EE™などの分散型コンポーネントモデルに準
拠していて、いくつかの特定のコンピューティング機能を実行しま
す。これらのコンポーネントを単独でまたは複数を組み合わせて、ビ
ジネスサービスを提供します。また、これらをWebサービスとしてカ
プセル化することもできます。

分散型のエンタープライ
ズアプリケーション

そのロジックがネットワーク環境またはインターネット環境に及んで
おり (分散の側面)、かつその適用範囲と規模が本稼働環境またはサー
ビスプロバイダのニーズを満たしている (エンタープライズの側面)ア
プリケーション。

エンドユーザー 分散型アプリケーションを利用するユーザー。エンドユーザーは通
常、インターネットブラウザやモバイルデバイス GUIなどのグラ
フィカルユーザーインタフェースを使用します。アプリケーションが
サポートする同時接続エンドユーザーの数は、そのアプリケーション
の配備アーキテクチャーを決定する重要な要因の 1つになります。

サービス 1つ以上のクライアントに対して実行されるソフトウェア機能。この
機能は、メモリー管理など下位レベルのものであることも、信用調査
ビジネスサービスなどの上位レベルのものであることも考えられま
す。上位レベルのサービスは、個々のサービスのファミリによって構
成されることがあります。サービスには、ローカルクライアントで利
用可能なローカルサービスと、リモートクライアントで利用可能な分
散型サービスがあります。

サービス品質コンポーネ
ント

Java Enterprise Systemに含まれる何種類かのシステムコンポーネント
のうちの 1つ。これらのコンポーネントは、システムサービスコン
ポーネントおよび分散型アプリケーションコンポーネントの可用性、
セキュリティー、スケーラビリティー、保守性、およびその他の品質
を向上させます。
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共有コンポーネント Java Enterprise Systemに含まれる何種類かのシステムコンポーネント
のうちの 1つ。共有コンポーネントは、通常、他のシステムコンポー
ネントにローカルサービスを提供するライブラリです。これに対し、
システムサービスコンポーネントは、ほかのシステムコンポーネント
(またはアプリケーションコンポーネント)に分散型インフラストラク
チャーサービスを提供します。

システムコンポーネント Java Enterprise Systemに含まれていて、Java Enterprise Systemイン
ストーラによってインストールされるソフトウェアパッケージまたは
一連のパッケージ。システムコンポーネントには、分散型インフラス
トラクチャーサービスを提供するシステムサービスコンポーネント、
アクセスサービスや管理サービスを提供することでシステムサービス
コンポーネントをサポートするサービス品質コンポーネント、および
ほかのシステムコンポーネントにローカルサービスを提供する共有コ
ンポーネントなど、いくつかの種類が存在します。

システムサービス Java Enterprise Systemによって提供される固有の機能を定義する、1
つ以上の分散型サービス。システムサービスは通常、いくつかのサー
ビス品質コンポーネント、またはいくつかの共有コンポーネント、あ
るいはその両方のサポートを必要とします。

システムサービスコン
ポーネント

Java Enterprise Systemに含まれる何種類かのシステムコンポーネン
トのうちの 1つ。システムサービスコンポーネントは、Java
Enterprise Systemの主要インフラストラクチャーサービスを提供しま
す。これには、ポータルサービス、通信サービスと共同作業サービ
ス、アイデンティティーサービスとセキュリティーサービス、Web
サービスとアプリケーションサービス、および可用性サービスが含ま
れます。
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第 2章

Java Enterprise Systemソリュー
ションアーキテクチャー

この章では、Java Enterprise System (Java ES)ソリューションの基礎となるアーキテ
クチャー概念の概要について説明します。この章では、Java ESコンポーネントであ
る、システムサービスコンポーネントとサービス品質コンポーネントの両方を使用し
てどのように分散型エンタープライズソリューションをサポートするかを示します。

Java ESソリューションアーキテクチャーには 2つの側面があります。論理アーキテ
クチャーと配備アーキテクチャーです。論理アーキテクチャーは、ソリューションの
論理的な構築ブロック (ソフトウェアコンポーネント)間の対話を示します。配備アー
キテクチャーは、論理アーキテクチャーから物理的なコンピューティング環境への
マッピングを示します。Java ESコンポーネントは、論理アーキテクチャーと配
備アーキテクチャーの両方で重要な役割を果たします。

この章では、Java ESソリューションのアーキテクチャーの設計のためのアーキテク
チャーのフレームワークについて説明し、その後にそのアーキテクチャーのフレーム
ワークに基づいたソリューションアーキテクチャーの例を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

� 35ページの「Java Enterprise Systemアーキテクチャーのフレームワーク」
� 50ページの「Java Enterprise Systemソリューションアーキテクチャーの例」
� 52ページの「この章の重要な用語」

Java Enterprise Systemアーキテク
チャーのフレームワーク
Java ESコンポーネントは、分散型エンタープライズ版ソフトウェアソリューション
の配備をサポートします。
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ビジネス要件によって課されるパフォーマンス、可用性、セキュリティー、スケーラ
ビリティー、および保守性のレベルで必要な機能を実現するには、これらのソフト
ウェアソリューションを適切に設計する必要があります。

分散型エンタープライズ版ソフトウェアソリューションの設計には、アーキテク
チャーの次元の多くが関係します。それらの次元は、そのようなシステムの構築に使
用される多数のソフトウェアコンポーネント間の対話をさまざまな観点から見ること
ができる観点を表します。特に、分散型システムの設計にはアーキテクチャーの次の
3つの次元が関係します。

� インフラストラクチャーサービスの依存関係:この次元では、分散型ソリュー
ションのサポートにおけるシステムサービスコンポーネント (22ページの「システ
ムサービスコンポーネント」を参照)の役割に重点を置いています。

� 論理層:この次元では、ソリューションコンポーネントをネットワークまたはイン
ターネット環境に配備するためのソリューションコンポーネントの論理的および物
理的な独立性に重点を置いています。

� サービスの品質:この次元では、サービス品質コンポーネント (24ページの「サー
ビス品質コンポーネント」を参照)の役割も含め、可用性、セキュリティー、ス
ケーラビリティー、保守性といったサービス品質の要件をどのようにして実現する
かに重点を置いています。

ソリューションアーキテクチャーのこれらの 3つの次元を次の図に示します。

図 2–1ソリューションアーキテクチャーの次元

これらの 3つの次元によって、ソフトウェアソリューションに必要なサービス機能と
サービス品質の実現に必要な、アプリケーションコンポーネントとインフラストラク
チャーコンポーネントの両方の、ソフトウェアコンポーネント間の関係を統合する単
一のフレームワークを表します。

次の各項では、3つの各次元を個別に説明し、その後、3つの次元を 1つのフレーム
ワークに統合して説明します。
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次元 1:インフラストラクチャーサービスの依存関
係
分散型のエンタープライズアプリケーションの対話型ソフトウェアコンポーネントに
は、基本となるインフラストラクチャーサービスのセットが必要です。これに基づい
て、分散しているコンポーネント間で相互に通信したり、それぞれの動作を調整した
り、セキュリティー保護されたアクセスを実装することなどが可能になります。ここ
では、これらのインフラストラクチャーサービスを提供するためにいくつかの
Java ESコンポーネントが果たす主な役割について説明します。

インフラストラクチャーサービスレベル
分散型のソフトウェアシステムを設計する場合、そのほとんどがカスタム開発コン
ポーネントで構成されるか、または追加設定の必要ない Java ESコンポーネントで構
成されるかにかかわらず、多数のインフラストラクチャーサービスを組み込む必要が
あります。これらのサービスは、多数のレベルで機能します。

ソリューションアーキテクチャーのインフラストラクチャーサービスの依存関係の次
元を、図 2–2に示します。この図に示されているレベルは、図 1–1のインフラストラ
クチャーサービス層を詳細化したものです。

図 2–2のサービス階層とサービス間の依存関係が、ソリューションの論理アーキテク
チャーの重要な次元を構成します。これらのインフラストラクチャーサービスは、
Java ESシステムサービスコンポーネント (22ページの「システムサービスコンポーネ
ント」を参照)の役割を理解するための概念上の基礎になります。

一般的に、図 2–2に示したサービスは、大きく 3つのグループに分けられます。下位
レベルのプラットフォームサービス、上位レベルのアプリケーションサービス、およ
びミドルウェアサービスのグループです。なお、ミドルウェアサービスという名前
は、ほかの 2つのグループの間にあることから付けられたものです。
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図 2–2次元 1:インフラストラクチャーサービスレベル

次の各段落では、さまざまなインフラストラクチャーサービスレベルについて説明
し、関連する場合には Javaプログラミング言語のアーチファクトの参考情報も示しま
す。図 2–2に示された各サービスレベルについて、最下位レベルから順に説明しま
す。

� オペレーティングシステムプラットフォーム:コンピュータ上で実行されるすべて
のプロセスに対し、基本的なサポートを提供します。オペレーティングシステム
(Solaris™オペレーティングシステム、Linux、Microsoft Windowsなど)は、物理
デバイスのほかに、メモリー、スレッド、および JVM™ (Java Virtual Machine)マ
シンのサポートに必要なその他のリソースを管理します。

� ネットワークトランスポート:異なるコンピュータ上で実行されている分散型アプ
リケーションコンポーネント間での通信に必要な、基本的なネットワークサポート
を提供します。これらのサービスには、TCPや HTTPなどのプロトコルに対する
サポートも含まれます。上位レベルのその他の通信プロトコル (「メッセージング
レベル」を参照)は、これらの基本的なトランスポートサービスに依存していま
す。

� 持続:静的データ (ユーザー、ディレクトリ、設定情報など)と動的アプリケー
ションデータ (頻繁に更新される情報)の両方に対するアクセスや格納に必要なサ
ポートを提供します。

� メッセージング:アプリケーションコンポーネント間の同期および非同期の通信に
対するサポートを提供します。同期メッセージングでは、メッセージをリアルタイ
ムで送受信します。これには、J2EEコンポーネント間のリモートメソッドの呼び
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出し (RMI)やWebサービスとの SOAP対話も含まれます。非同期メッセージング
の通信では、直後に受信するコンシューマの準備状況に関係なく、メッセージを送
信します。JMS (Java Message Service)や ebXMLなどの非同期メッセージングの
仕様では、信頼性の保証およびその他のメッセージング方式をサポートします。

� 実行時: J2EEモデルや CORBAモデルなどの分散型のコンポーネントモデルで必要
となるサポートを提供します。実行時サービスには、密接に結合された分散型コン
ポーネントに必要なリモートメソッドの呼び出しの他に、コンポーネントの状態
(ライフサイクル)の管理、スレッドプールの管理、同期 (相互排他ロック)、持続
サービス、分散するトランザクションの監視、分散する例外の処理などが含まれま
す。J2EE環境では、これらの実行時サービスはアプリケーションサーバーまたは
Webサーバーの EJB™、Web、およびメッセージ駆動型 Beanコンテナから提供さ
れます。

� セキュリティーとポリシー:アプリケーションリソースへのセキュリティー保護さ
れたアクセスに必要なサポートを提供します。これらのサービスには、グループま
たはロールに基づく分散型リソースへのアクセスを制御するポリシーのサポート
や、シングルサインオン機能が含まれます。シングルサインオンを使用すると、
ある分散型システム内の 1つのサービスに対するユーザー認証を、同じシステム内
の他のサービス (J2EEコンポーネント、ビジネスサービス、Webサービスなど)に
自動的に適用できます。

� ユーザーの共同作業:ユーザー間の直接通信およびエンタープライズ内とインター
ネット環境内でのユーザー間の共同作業に対するサポートで重要な役割を果たす
サービスを提供します。これらのサービスは、一般的にスタンドアロンサーバー
(電子メールサーバーやカレンダサーバーなど)から提供されるアプリケーションレ
ベルのビジネスサービスです。

� 統合:既存のビジネスサービスを集約するサービスを提供します。ポータルと同様
にサービスにアクセスするための共通インタフェースを提供するか、これらのサー
ビスを本稼動ワークフロー内で調整するプロセスエンジンを使用し、統合すること
によって行います。統合は、異なる企業間における企業間 (B2B)統合として行なわ
れることもあります。

図 2–2に示したサービスレベルは、最下位レベルのオペレーティングシステムサービ
スから最上位レベルのアプリケーションサービスや統合サービスまで、さまざまなイ
ンフラストラクチャーサービス間の一般的な依存関係を反映しています。通常、各
サービスはその下にあるサービスに依存し、その上にあるサービスをサポートしま
す。

ただし、図 2–2は、インフラストラクチャーサービスの厳密な階層を表しているわけ
ではありません。上位レベルのサービスは、中間のレベルに依存せずに、下位レベル
のサービスと直接対話することができます。たとえば、一部の実行時サービスは、中
間にあるサービスレベルを介さずに、プラットフォームサービスに直接依存する場合
があります。さらに、監視サービスや管理サービスなどのその他のサービスレベル
も、ここでの概念的な説明に含まれることがあります。
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Java Enterprise Systemインフラストラクチャーサービス
コンポーネント
Java ESコンポーネントは、図 2–2に示した分散型インフラストラクチャーサービス
レベルを実装したものです。Java ESシステムサービスコンポーネントのさまざまな
レベル内における位置関係を、図 2–3に示します。

図 2–3 Java ESシステムサービスコンポーネント

注 –図 2–3に示したオペレーティングシステムプラットフォームは正式には Java
Enterprise Systemの一部ではありませんが、Java ESコンポーネントをサポートする
オペレーティングシステムプラットフォームを示すために、この図に含めてありま
す。
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Java Enterprise Systemインフラストラクチャーサービス
の依存関係
一般に、図 2–3に示した各 Java ESシステムサービスコンポーネントは、インフラス
トラクチャー内でその下にあるコンポーネントに依存し、その上にあるコンポーネン
トをサポートします。それらの依存関係とサポートの関係は、論理アーキテクチャー
を設計する上で重要な要素です。

表 2–1に、Java ESシステムサービスコンポーネント間の具体的な関係を示します。
この表では図 2–3と同様に、最上位から順に記載しています。

表 2–1 Java ESシステムサービスコンポーネント間の関係

コンポーネント 依存するサーバー サポートするサーバー

Portal Server Application ServerまたはWeb Server

Access Manager

Directory Server

対応するチャネルを使用するように設
定されている場合Calendar Server
Messaging Server Instant Messaging

Messaging Server Directory Server

Access Manager (シングルサインオン
用)

Calendar Server (電子メール通
知用)

Portal Server (メッセージング
チャネル用)

Instant Messaging Directory Server

Access Manager (シングルサインオン
用)

Portal Server (インスタント
メッセージングチャネル用)

Calendar Server Directory Server

Messaging Server (電子メール通知
サービス用)

Access Manager (シングルサインオン
用)

Portal Server (カレンダチャネ
ル用)

Access Manager Application ServerまたはWeb Server

Directory Server

Portal Server

シングルサインオン用に設定さ
れている場合: Calendar Server
Messaging Server Instant
Messaging

Application Server Message Queue

Directory Server (管理オブジェクト用)

Portal Server

Access Manager

Message Queue Directory Server (管理オブジェクト用) Application Server

第 2章 • Java Enterprise Systemソリューションアーキテクチャー 41



表 2–1 Java ESシステムサービスコンポーネント間の関係 (続き)
コンポーネント 依存するサーバー サポートするサーバー

Web Server Access Manager (アクセス制御用) Portal Server

Access Manager

Directory Server なし Portal Server

Calendar Server

Messaging Server

Instant Messaging

Access Manager

Service Registry なし Applcation Serverに基づくコン
ポーネント

次元 2:論理層
分散型エンタープライズアプリケーションの相互に作用するソフトウェアコンポーネ
ントは、いくつかの論理層に存在するとみなすことができます。これらの層は、提供
するサービスの性質に基づいて、ソフトウェアコンポーネントの論理的および物理的
な独立性を表しています。

ソリューションアーキテクチャーの論理層の次元を、次の図に示します。

図 2–4次元 2:分散型エンタープライズアプリケーションの論理層

論理層アーキテクチャーは基本的に、図 1–1の分散型エンタープライズアプリケー
ション層を表します。37ページの「インフラストラクチャーサービスレベル」で説明
した Java ESシステムサービスコンポーネントは、図 2–4に示したすべての論理層に
含まれるアプリケーションコンポーネントをサポートします。ただし、論理層の概念
は、Messaging Serverや Calendar Serverなど、アプリケーションレベルのサービス
を提供するシステムサービスコンポーネントにも当てはまります。
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論理層について
ここでは、図 2–4に示した 4つの論理層について簡単に説明します。この説明では、
J2EE™プラットフォーム (Java 2 Platform, Enterprise Edition)コンポーネントモデル
を使用して実装されたコンポーネントを取り上げます。ただし、CORBAなど、その
他の分散型のコンポーネントモデルも、このアーキテクチャーをサポートしていま
す。

� クライアント層:クライアント層は、エンドユーザーがユーザーインタフェースを
通して直接アクセスするアプリケーションロジックによって構成されます。クライ
アント層のロジックには、ブラウザベースのクライアント、デスクトップコン
ピュータ上で実行される Javaコンポーネント、または携帯型のデバイス上で実行
される J2ME™プラットフォーム (Java 2 Platform, Micro Edition)モバイルクライ
アントが含まれることがあります。

� プレゼンテーション層:プレゼンテーション層は、クライアント層に配信するデー
タを準備し、クライアント層からのバックエンドビジネスロジックへの配信の要求
を処理するアプリケーションロジックで構成されます。プレゼンテーション層のロ
ジックは通常、Javaサーブレットコンポーネントや JSPコンポーネントなどの
J2EEコンポーネントから構成されます。これらのコンポーネントは、HTML形式
や XML形式の配信用データを準備したり、処理要求を受信したりします。また、
この層にはポータルサービスが含まれることもあります。ポータルサービスは、ビ
ジネスサービス層のビジネスサービスへのパーソナル化、セキュリティー保護、お
よびカスタマイズされたアクセス機能を提供できます。

� ビジネスサービス層:ビジネスサービス層は、アプリケーションの主要機能を実行
するロジックで構成されます。それらの機能には、データの処理、ビジネスルール
の適用、複数ユーザーの調整、データベースや旧バージョンシステムのような外部
リソースの管理などがあります。通常、この層は、Javaオブジェクト、EJBコン
ポーネント、メッセージ駆動型 Beansなどの J2EE分散型コンポーネントモデルに
準拠する、密接に結合されたコンポーネントで構成されます。個々の J2EEコン
ポーネントは、在庫情報サービスや税額計算サービスなどの複雑なビジネスサービ
スを配信するように組み立てることができます。個々のコンポーネントやサービス
アセンブリは、サービス指向アーキテクチャーモデル内で緩やかに結合された、
SOAP (Simple Object Access Protocol)インタフェース標準に準拠したWebサービ
スとしてカプセル化できます。ビジネスサービスは、エンタープライズカレンダ
サーバーやメッセージングサーバーのような単独のサーバーとして構築することも
できます。

� データ層:データ層は、ビジネスロジックで使用される持続データを提供するサー
ビスで構成されます。このデータは、データベース管理システムに格納されている
アプリケーションデータであることも、LDAP (Lightweight Directory Access
Protocol)データストアに格納されているリソース情報およびディレクトリ情報で
あることもあります。このデータサービスには、外部ソースからのデータ供給や旧
バージョンのコンピューティングシステムからアクセス可能なデータが含まれるこ
とがあります。
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論理的および物理的な独立性
図 2–4に示したアーキテクチャーの次元は、コンポーネントの論理的および物理的な
独立性に重点を置いており、4つの異なる層として表現されています。これらの層
は、ネットワーク環境内のさまざまなコンピュータ間でのアプリケーションロジック
の区分を表しています。

� 論理的な独立性:アーキテクチャーモデルの 4つの層は、論理的な独立性を表して
います。ある層 (ビジネスサービス層など)のアプリケーションロジックは、ほか
の層のロジックとは無関係に変更することができます。プレゼンテーション層また
はクライアント層のロジックを変更またはアップグレードしなくても、ビジネスロ
ジックの実行を変更できます。このような独立性により、たとえば、ビジネスサー
ビスコンポーネントを変更しなくても、新しいタイプのクライアントコンポーネン
トを導入できます。

� 物理的な独立性: 4つの層は、物理的な独立性も表しています。各層内のロジック
は、それぞれ異なるハードウェアプラットフォーム上に (つまり、異なるプロ
セッサ構成、チップセット、およびオペレーティングシステム上に)配備できま
す。この独立性により、個々のコンピュータティング要件および最大限に拡張され
たネットワーク帯域幅に最適に対応するように、コンピュータ上の分散型アプリ
ケーションコンポーネントを実行することが可能になります。

アプリケーションコンポーネントやインフラストラクチャーコンポーネントをハー
ドウェア環境 (つまり、配備アーキテクチャー)にマッピングする方法は、ソフト
ウェアソリューションの規模や複雑さに応じて、さまざまな要因によって決定され
ます。小規模の配備の場合は、配備アーキテクチャーに含まれるのは数台のコン
ピュータのみである場合があります。大規模の配備の場合は、ハードウェア環境へ
のコンポーネントのマッピングには、各コンピュータの速度と演算能力、ネット
ワークリンクの速度と帯域幅、セキュリティーおよびファイアウォールの考慮事
項、高可用性およびスケーラビリティーのためのコンポーネントのレプリケー
ションの方針などの要素を考慮する場合があります。

システムコンポーネントに適用される層によるアーキテク
チャー
図 2–3で示したように、Java ESインフラストラクチャーサービスコンポーネント
は、分散型ソフトウェアソリューションの基盤となるインフラストラクチャーサポー
トを提供します。ただし、それらのソリューションの一部には、Java ESコンポーネ
ントが直接提供するアプリケーションレベルサービスが含まれます。それらのソ
リューションは、論理層の設計方法を使用します。

たとえば、Messaging Serverが提供する電子メール通信サービスは、いくつかの論理
的に区別されたMessaging Server設定を使用して実装されます。これらの異なる設定
はそれぞれ、一連の異なるサービスを提供します。メッセージングソリューションを
設計するときには、これらの異なる設定は、次の図に示すように別々の論理層に存在
する個々のコンポーネントとして表されます。
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図 2–5 Messaging Server:層によるアーキテクチャーの例

注 –図 2–5は、完全な論理アーキテクチャーを表しているわけではありません。図を
簡略化するために、多くの Java ESコンポーネントが省略されています。コンポーネ
ント間を接続する線は、対話を表します。

Messaging Server機能を論理的に異なる層に分けることにより、Messaging Serverの
論理的に区別された設定を物理環境内の異なるコンピュータに配備できます。物理的
に分離すると、サービス品質の要件 (45ページの「次元 3:サービスの品質」を参照)
を柔軟に満たすことができます。たとえば、インスタンスごとに異なる可用性ソ
リューションを提供したり、Messaging Server機能ごとに異なるセキュリティーを実
装できます。

次元 3:サービスの品質
すでに説明したアーキテクチャーの 2つの次元 (インフラストラクチャーサービスの
依存関係および論理層)では、主にアーキテクチャーの論理的な面に焦点を当てまし
た。つまり、サービスをエンドユーザーに配信するためにどのような方法で対話する
か、あるいはどのようなコンポーネントが必要であるかについてです。一方、配備さ
れるソリューションで同様に重要な次元は、サービス品質の要件を満たすためのソ
リューションの機能です。

ソリューションアーキテクチャーのサービスの品質の次元は、Java ESサービス品質
コンポーネントが果たす役割を明らかにします。
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サービス品質
ビジネスの運営におけるインターネットサービスや eコマースサービスの重要性が増
しているため、これらのサービスのパフォーマンス、可用性、セキュリティー、ス
ケーラビリティー、および保守性は、高いパフォーマンスを備えた大規模な配備アー
キテクチャーの重要なサービス品質要件になりました。

優れたソフトウェアソリューションを設計するには、適切なサービス品質要件を設定
し、それらの要件を満たすアーキテクチャーを設計する必要があります。いくつかの
重要なサービス品質により、サービス品質要件を指定します。これらのサービス品質
を次の表に要約してあります。

表 2–2ソリューションアーキテクチャーに影響するサービス品質

システムサービス品質 説明

パフォーマンス ユーザーの負荷条件に関する応答時間の測定

可用性 システムのリソースやサービスがエンドユーザーにアクセス可能に
なる頻度 (システムの「稼働時間」)の測定。

セキュリティー システムとそのユーザーの整合性を記述する要素の複雑な組み合わ
せ。セキュリティーには、システムの物理セキュリティー、ネット
ワークセキュリティー、アプリケーションおよびデータのセキュリ
ティー (ユーザーの認証および承認)、またセキュリティー保護され
た情報のトランスポートも含まれます。

スケーラビリティー 配備されたシステムに対して、随時、容量を拡張する機能。通常、
スケーラビリティーにはシステムへのリソースの追加が含まれる
が、追加時に配備アーキテクチャーを変更する必要はありません。

潜在能力 システムでリソースを追加せずに、異常なピーク負荷使用を処理す
る機能

保守性 配備されたシステムの保守のしやすさ。システムの監視、発生し
た問題の修復、ハードウェアおよびソフトウェアのコンポーネント
のアップグレードなどが含まれます。

サービス品質の次元は、ソリューションの配備アーキテクチャーに、つまりアプリ
ケーションコンポーネントとインフラストラクチャーコンポーネントが物理環境内で
どのように配備されるかに、大きな影響を与えます。

配備アーキテクチャーに影響を与えるサービス品質は、互いに密接に関係していま
す。あるシステム品質に対する要件がほかのサービス品質の設計に影響を与えること
が、よくあります。たとえば、セキュリティーのレベルを上げるとパフォーマンスに
影響を与える可能性がありますが、これに伴って可用性にも影響が生じます。冗長性
を使用して可用性の問題に対処するためにコンピュータを追加すると、保守コスト
(保守性)に影響を与える可能性があります。

ビジネスの要件と制約の両方を満たす配備アーキテクチャーを設計するには、複数の
サービス品質が相互に関連する仕組み、およびこれらのかね合いを理解しておくこと
が重要です。
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Java Enterprise Systemサービス品質コンポーネント
システムサービスコンポーネントまたは分散型アプリケーションコンポーネントが提
供するサービス品質を向上するために、主にいくつかの Java ESコンポーネントが使
用されます。これらのソフトウェアコンポーネントは、多くの場合、ロードバランサ
やファイアウォールなどのハードウェアコンポーネントとともに使用されます。

24ページの「サービス品質コンポーネント」で紹介した Java ESサービス品質コン
ポーネントについて、次に要約します。

� 可用性コンポーネント:可用性コンポーネントは、配備されたソリューションがほ
ぼ連続的に稼働することを可能にします。

� アクセスコンポーネント:アクセスコンポーネントは、システムサービスへのイン
ターネットからのセキュリティー保護されたアクセスを可能にし、また多くの場合
ルーティング機能も提供します。

� 管理コンポーネント:管理コンポーネントは、システムコンポーネントの保守性を
向上させます。

次の表は、アーキテクチャーの観点からの最も重要な Java ESサービス品質コンポー
ネントと、それらの各コンポーネントが最も影響を及ぼすシステム品質を示していま
す。

表 2–3サービス品質コンポーネントと影響を受けるシステム品質

コンポーネント 影響を受けるシステム品質

Communications Express セキュリティー

スケーラビリティー

Directory Proxy Server セキュリティー

スケーラビリティー

High Availability Session Store 可用性

Portal Server, Secure Remote Access セキュリティー

スケーラビリティー

Sun Cluster 可用性

スケーラビリティー

Web Proxy Server セキュリティーパフォーマンス保守性

Sun Clusterソフトウェア
Sun Clusterソフトウェアは、高可用性サービスおよび高スケーラビリティーサービス
を、Java ESコンポーネントおよび Java ESインフラストラクチャーがサポートするア
プリケーションに対して提供します。
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クラスタとは緩やかに結合された一連のコンピュータのことであり、サービス、シス
テムリソース、およびデータの単一のクライアントビューを一括して提供します。ク
ラスタの内部では、冗長コンピュータ、インターコネクト、データ記憶域、および
ネットワークインタフェースを使用して、クラスタベースのサービスおよびデータに
高可用性を提供します。

Sun Clusterソフトウェアは、メンバーノードおよびその他のクラスタリソースの健全
性を継続的に監視します。障害が発生した場合、Sun Clusterソフトウェアは監視対象
のリソースのフェイルオーバーを開始するために介入し、内部の冗長性を使用して、
リソースへのほぼ連続的なアクセスを可能にします。

Messaging Serverおよび Calendar Server用のデータストアサービスをサポートする
2つのノードから成るクラスタを次の図に示します。

図 2–6 Sun Clusterノードによる可用性の設計

Sun Clusterデータサービスパッケージ (Sun Clusterエージェントと呼ばれることも
ある)が、すべての Java ESシステムサービスコンポーネントに利用できます。カスタ
ム開発されたアプリケーションコンポーネント用のエージェントを記述することもで
きます。

Sun Clusterソフトウェアによる制御が行われるので、スケーラブルなサービスも提供
できます。クラスタのグローバルファイルシステムおよびクラスタ内の複数のノード
の機能を利用して、インフラストラクチャーサービスやアプリケーションサービスを
実行することにより、サービスの複数の並行インスタンス間で、これらのサービスに
対して増加する要求のバランスを取ることができます。したがって、正しく設定され
ていれば、Sun Clusterソフトウェアは分散型のエンタープライズアプリケーションに
高可用性とスケーラビリティーの両方を提供できます。
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Sun Cluster環境をサポートするのに必要な冗長性のために、ソリューションに Sun
Clusterを含めると、物理環境に必要なコンピュータやネットワークリンクの数がかな
り増えます。

Sun Clusterの可用性サービスは、ほかの Java ESコンポーネントが提供するサービス
とは異なり、分散型のピアツーピアサービスです。したがって、Sun Clusterソフト
ウェアは、クラスタ内のすべてのコンピュータにインストールする必要があります。

アーキテクチャーの 3つの次元の統合
図 2–1に示し、前のいくつかの節で説明したアーキテクチャーの 3つの次元を 1つの
ものとして捉えると、分散型ソフトウェアソリューションを設計するためのフレーム
ワークが得られます。3つの次元 (インフラストラクチャーサービスの依存関係、論理
層、およびサービス品質)は、ソリューションアーキテクチャーで Java ESコンポーネ
ントが果たす役割を明らかにします。

各次元は、それぞれアーキテクチャーの異なる面を表します。すべてのソリュー
ションアーキテクチャーが、それらのすべての次元を考慮する必要があります。たと
えば、ソリューションアーキテクチャーの各論理層の分散型コンポーネント (次元 2)
は、適切なインフラストラクチャーコンポーネント (次元 1)と適切なサービス品質コ
ンポーネント (次元 3)のサポートが必要です。

同様に、ソリューションアーキテクチャーに含まれるコンポーネントは、アーキテク
チャーの次元ごとに異なる役割を果たします。たとえば、Directory Serverはデータ
層のバックエンドコンポーネント (次元 2)と持続サービスのプロバイダ (次元 1)の両
方とみなされます。

Directory Serverはこれらの 2つの次元の中心に位置するため、この Java ESコンポー
ネントには、サービスの品質の問題 (次元 3)が最も重要です。Directory Serverの障害
はビジネスシステムに多大な影響を及ぼすので、このコンポーネントの高可用性設計
は非常に重要であり、Directory Serverはユーザーや設定に関する機密情報の格納に
使用されるため、このコンポーネントのセキュリティーの設計も非常に重要です。

Java ESコンポーネントに関するこれらの 3つの次元の相互作用は、ソリューション
の論理アーキテクチャーとソリューションの配備アーキテクチャーの設計に影響しま
す。

35ページの「Java Enterprise Systemアーキテクチャーのフレームワーク」で説明し
たアーキテクチャーフレームワークに基づく詳細な設計方法論を概説することは、こ
のマニュアルの対象外です。ただし、3次元のアーキテクチャーフレームワークは、
Java Enterprise Systemに基づいたソフトウェアソリューションの配備を理解するのに
重要な設計の面を明らかにします。
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Java Enterprise Systemソリューション
アーキテクチャーの例
Java Enterprise Systemは、広範なソフトウェアソリューションをサポートします。

多くのソリューションは、開発作業を行わずに、Java Enterprise Systemに含まれるコ
ンポーネントを使ってすぐに設計および配備できます。その他のソリューションに
は、新しいビジネスまたはプレゼンテーションサービスを提供するカスタム J2EEコ
ンポーネントの開発を必要とする、広範な開発が必要になる場合があります。これら
のカスタムコンポーネントを SOAP (Simple Object Access Protocol)インタフェース標
準に準拠するWebサービスとしてカプセル化することができます。多くのソリュー
ションは、この 2つの方法を組み合わせて使用します。

ここでは、前の節のアーキテクチャーの概念に基づき、Java Enterprise Systemがすぐ
に使用できるソリューションをどのようにしてサポートするのかを示す例を取り上げ
ます。

エンタープライズ通信のシナリオ
企業は、一般に従業員間の通信、特に電子メールサービスやカレンダサービスをサ
ポートする必要があります。そのような企業は、内部のWebサイトやその他のリソー
スに対する個人向けにカスタマイズされたアクセスを企業全体にわたる認証および承
認サービスに基づいて従業員に提供すると便利であるとみなします。また、それらの
企業は、シングルWebサインオンによりすべてのエンタープライズサービスへのアク
セスが可能になるように、すべてのエンタープライズサービスで従業員のアイデン
ティティーを追跡することを望みます。

多数のビジネス要件の一部の例である、このような特定のビジネス要件を次の表にま
とめてあります。

表 2–4ビジネス要件の要約:通信のシナリオ

ビジネス要件 説明 必要な Java ESサービス

シングルサインオ
ン

セキュリティー保護されたエンタープライズリ
ソースおよびサービスへのアクセス (Webアクセ
スはシングルサインオンの単一の IDに基づく)。

アイデンティティーサービ
ス

メッセージング

カレンダ

従業員と外部との電子メールメッセージング。

電子的な従業員用のカレンダ機能や会議の設定。

通信サービスと共同作業
サービス
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表 2–4ビジネス要件の要約:通信のシナリオ (続き)
ビジネス要件 説明 必要な Java ESサービス

ポータルアクセス 電子メール、カレンダ、内部Webページなどの
通信サービスへの単一のWebベースの個人向け
にカスタマイズされたアクセスポイント。

ポータルサービス

さらに、企業には、これらのサービスを提供するソフトウェアシステムのパフォーマ
ンス、可用性、ネットワークセキュリティー、およびスケーラビリティーに関する要
件があります。

シナリオ例の論理アーキテクチャー
表 2–4で示したポータルサービス、通信サービス、およびアイデンティティーサービ
スを Java ESコンポーネントを使用して配信するための論理アーキテクチャーを次の
図に示します。このアーキテクチャーは、Messaging Serverの論理的に異なる設定
を、それぞれが異なるサービスを提供するために、別々のコンポーネントとして扱い
ます。

図 2–7エンタープライズ通信のシナリオの論理アーキテクチャー

コンポーネントは、標準の論理層を表す横の次元、またインフラストラクチャーサー
ビスレベルを表す縦の次元に配置されています。コンポーネント間の対話は、分散型
インフラストラクチャーサービスとしての各コンポーネントの機能 (インフラストラ
クチャーサービスレベル間の対話)または階層アプリケーションアーキテクチャー内
の各コンポーネントの役割 (論理層内または論理層間の対話)に依存します。
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このアーキテクチャーでは、Directory Serverに格納されたユーザー情報にアクセス
するAccess Managerが、プレゼンテーション層の Portal Serverおよびその他のWeb
ベースコンポーネントに対する、シングルサインオン認証および承認の仲介役として
機能します。Messaging Serverコンポーネントには、データ層のメッセージストア
(Messaging Server-STR)、ビジネスサービス層の送信および取得コンポーネント、プ
レゼンテーション層の HTTPアクセスコンポーネントおよび Communications
Expressが含まれます。

論理アーキテクチャーは、さまざまな Java ESコンポーネント間のインフラストラク
チャーサービスの依存関係も示します。たとえば、Portal Serverは、メッセージング
チャネルとカレンダチャネルには Communications Expressを利用し、認証および承
認サービスにはAccess Managerを利用します。これらのコンポーネントは、今度
は、ユーザー情報および設定データのために Directory Serverを利用します。多数の
コンポーネントは、Web Serverが提供するWebコンテナサービスを必要とします。

Java ESソリューションの論理設計の詳細については、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4配備計画ガイド』を参照してください。

シナリオ例の配備アーキテクチャー
論理アーキテクチャーから配備アーキテクチャーに移行する際には、サービス品質要
件が最も重要になります。たとえば、保護されたサブネットやファイアウォールを使
用して、バックエンドデータへのセキュリティーバリアを設けることができます。多
くのコンポーネントの可用性とスケーラビリティーの要件は、複数のコンピュータに
コンポーネントを配備し、ロードバランサを使用してレプリケートしたコンポーネン
ト間に要求を分散することによって満たすことができます。

ただし、より高い可用性要件の水準が適用された場合や大量のディスク容量が必要な
場合は、他の可用性ソリューションの方が適しています。たとえば、Messaging
Serverストアに Sun Clusterを、Directory Serverにマルチマスターレプリケーション
を使用できます。

Java ESソリューションの配備設計の詳細については、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4配備計画ガイド』を参照してください。

この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、用語間の関係や Java Enterprise Systemの文脈でどのように使用されているかの
説明に重点を置いています。

アプリケーションコン
ポーネント

特定のコンピューティング機能を実行し、ビジネスサービスをエンド
ユーザーまたはほかのアプリケーションコンポーネントに対して提供
する、カスタム開発されたソフトウェアコンポーネント。通常、アプ
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リケーションコンポーネントは、CORBAや J2EE™プラットフォーム
などの分散型コンポーネントモデルに準拠しています。これらのコン
ポーネントを単独であるいは組み合わせて、Webサービスとしてカプ
セル化できます。

アーキテクチャー 分散型アプリケーション (またはその他のソフトウェアシステム)の論
理的および物理的な構築ブロックと、それら構築ブロック間の相互関
係を示した設計。分散型のエンタープライズアプリケーションの場
合、アーキテクチャー設計には一般的に、アプリケーションの論理
アーキテクチャーと配備アーキテクチャーの両方が含まれます。

ビジネスサービス 複数のクライアントに代わってビジネスロジックを実行するアプリ
ケーションコンポーネントまたはコンポーネントアセンブリ (した
がって、マルチスレッド対応プロセスである)。また、ビジネスサービ
スは、Webサービスとしてカプセル化された分散型コンポーネントア
センブリであってもかまいませんし、スタンドアロンのサーバーで
あってもかまいません。

クライアント ソフトウェアサービスを要求するソフトウェア。(注:ユーザーのこと
ではない。エンドユーザーを参照)。別のサービスを要求するサービ
ス、またはエンドユーザーがアクセスする GUIコンポーネントがクラ
イアントになる場合もあります。

配備アーキテクチャー 論理アーキテクチャーから物理的なコンピューティング環境への
マッピングを示す上位レベルの設計。物理環境には、イントラネット
環境またはインターネット環境のコンピュータ、コンピュータ間の
ネットワークリンク、およびソフトウェアのサポートに必要なその他
の物理デバイスが含まれます。

論理アーキテクチャー 分散型アプリケーションの論理的な構築ブロックとそれら構築ブ
ロック間の関係 (またはインタフェース)を記述した設計。論理アーキ
テクチャーには、分散型アプリケーションコンポーネント、およびこ
れらのアプリケーションのサポートに必要なインフラストラクチャー
サービスの両方が含まれます。

サーバー 分散型のサービスまたは関連する一連のサービスを、外部インタ
フェースを使ってサービスにアクセスするクライアントに対して提供
する、マルチスレッド対応のソフトウェアプロセス。ハードウェアの
サーバーとは区別されます。

Webサービス アクセス可能性、サービスのカプセル化、および検出に関する標準イ
ンターネットプロトコルに準拠したサービス。この標準インター
ネットプロトコルには、SOAP (Simple Object Access Protocol)
メッセージングプロトコル、WSDL (Web Service definition Language)
インタフェース定義、および UDDI (Universal Discovery, Description,
and Integration)レジストリ標準が含まれます。
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第 3章

Java Enterprise System統合機能

この章では、Java ESコンポーネントを 1つのソフトウェアシステムに統合する際に
主な役割を果たす機能を理解するための概念および技術的な背景について説明しま
す。

これらの機能は、異種インフラストラクチャー製品を手動で統合する場合と比較し
て、Java Enterprise Systemを使用するとどのような利点が得られるかを理解するのに
役立ちます。

この章では、次の機能を取り上げています。

� 55ページの「Java Enterprise System統合インストーラ」
� 57ページの「統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサービ
ス」

� 61ページの「この章の重要な用語」

Java Enterprise System統合インストー
ラ
Java ESのすべてのコンポーネントは、単一のインストーラを使ってインストールさ
れます。このインストーラにより、インストールとアンインストールの手順の一貫
性、およびすべてのコンポーネント間の動作の一貫性を保つことができます。

Java ESインストーラは、Java ESソフトウェアを特定のホストシステムに転送する統
合フレームワークです。インストーラを使用すると、コンピューティング環境内のど
のコンピュータにも必要な数の Java ESコンポーネントを選択してインストールでき
ます。インストーラは、インストール対象の特定の Java ESコンポーネントに応じ
て、一定のインストール時の設定も可能にします。
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Java ESインストーラそのものは、分散インストールを実行しません。分散型 Java ES
ソフトウェアソリューションを配備するには、Java ESインストーラを使用して、環
境内のコンピュータごとに 1台ずつ、適切なコンポーネントをインストールします。
配備アーキテクチャーおよびコンポーネントの依存関係に基づいて、インストール
セッションおよび設定手順を適切な順序で使用する必要があります。

このインストーラは、グラフィカルモードおよびテキストベースモードの両方で対話
的に実行できる一方、パラメータ駆動型のサイレントインストールモードでも実行で
きます。このインストーラは英語のほかに、7つの言語をサポートします。フランス
語、ドイツ語、スペイン語、韓国語、簡体字中国語、繁体字中国語、および日本語で
す。

ここでは、Java ESの統合インストーラの次の点について説明します。詳細について
は、『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』を参照し
てください。

� 56ページの「既存のソフトウェアのチェック」
� 56ページの「依存性の確認」
� 57ページの「初期設定」
� 57ページの「アンインストール」

既存のソフトウェアのチェック
インストーラは、インストール先のコンピュータを検証し、すでにインストールされ
ている Java ESコンポーネントを確認します。次に、インストーラは複数のレベルで
チェックを実行して、既存のすべてのコンポーネントが、相互に正常に機能するよう
に適切なリリースレベルにあるかどうかを確認します。これにより、互換性がなく、
アップグレードまたは削除する必要があるソフトウェアコンポーネントが表示されま
す。

同様に、インストーラは、J2SEや NSSなど、すでにインストールされている Java ES
共有コンポーネント (26ページの「共有コンポーネント」を参照)を確認します。イン
ストーラが互換性のないバージョンの共有コンポーネントを検出すると、そのリスト
が表示されます。インストールを続行すると、インストーラによって、自動的に共有
コンポーネントが新しいバージョンにアップグレードされます。

依存性の確認
インストーラは、コンポーネントのチェックを広範囲に行い、ユーザーが選択したイ
ンストールコンポーネントが正しく連携して動作するか検証します。

多くのコンポーネントには、ほかのコンポーネントに対する依存性があります。イン
ストーラは、これらの依存性を満たすためのロジックを備えています。このため、イ
ンストールするコンポーネントを選択すると、インストーラでは選択したコンポーネ
ントに依存関係のあるコンポーネントおよびサブコンポーネントが自動的に選択され
ます。

56 Sun Java Enterprise System 2005Q4技術の概要 • 2005年 10月



選択したコンポーネント間にローカルな依存関係がある場合、このコンポーネントを
選択解除することはできません。ただし、ローカルの依存関係ではない場合は、警告
メッセージが表示されますが、別のホストコンピュータ上のコンポーネントによって
依存関係が満たされるという前提に基づき、操作は続行できます。

初期設定
多くの Java ESコンポーネントは、初期設定をしてから起動する必要があります。コ
ンポーネントによっては、Java ESインストーラでこの初期設定を実行できます。

インストーラで「今すぐ設定」オプションを選択すると、この初期設定を実行できま
す。「あとで設定」オプションを選択して初期設定を省略してソフトウェアをインス
トールすることもできますが、この場合はインストールの完了後に明示的にインス
トールした各コンポーネントの初期設定を行う必要があります。

インストーラが初期設定を行うようにする場合は、インストール時に必要な設定情報
を入力します。具体的には、管理者 IDやパスワードなど、すべてのコンポーネント
製品に共通する一連のパラメータ値を指定できます。

アンインストール
Java Enterprise Systemには、アンインストールプログラムも用意されています。この
プログラムを使用して、Java ESのインストーラによってローカルコンピュータにイ
ンストールされたコンポーネントを削除できます。アンインストーラはローカルな依
存関係を確認し、そのような依存関係が検出された場合は警告メッセージを出力しま
す。アンインストーラは、Java ES共有コンポーネントを削除しません。

インストーラと同様、アンインストーラはグラフィカルモード、テキストベースモー
ド、またはサイレントモードで実行できます。

統合されたアイデンティティーサービス
とセキュリティーサービス
Java Enterprise Systemの重要な機能として、統合されたユーザーアイデンティティー
管理と、統合された認証および承認フレームワークが挙げられます。

次の各項では、Java Enterprise Systemから提供される、統合されたアイデン
ティティーサービスとセキュリティーサービスを理解するための技術的な背景につい
て説明します。

� 58ページの「単一アイデンティティー」

第 3章 • Java Enterprise System統合機能 57



� 59ページの「認証とシングルサイオン」

単一アイデンティティー
Java ES環境では、エンドユーザーに単一統合アイデンティティーが割り当てられて
います。この単一アイデンティティーに基づいて、ポータル、Webページなどの各種
リソースへのアクセスや、メッセージング、カレンダ、インスタントメッセージング
などの各種サービスへのアクセスを、ユーザーに許可することができます。

この統合されたアイデンティティーおよびセキュリティー機能は、Directory Server、
Access Manager、およびその他の Java ESコンポーネント間の緊密な連携動作に基づ
いています。

Java ESのサービスやリソースへのユーザーアクセスは、ユーザー固有の情報をユー
ザーリポジトリまたはディレクトリ内の単一のユーザーエントリ内に格納することで
実現されます。このユーザー固有の情報には、一意の名前とパスワード、電子メール
アドレス、組織内のロール、Webページの設定などが含まれます。ユーザーエントリ
内の情報を使用して、ユーザーを認証したり、特定リソースへのアクセスを承認した
り、そのユーザーに各種のサービスを提供したりできます。

Java Enterprise Systemの場合、Directory Serverが提供するディレクトリ内に、ユー
ザーエントリが格納されます。ユーザーが Java ESコンポーネントから提供される
サービスを要求すると、そのサービスではAccess Managerを使用してユーザーを認
証し、特定リソースへのアクセスを承認します。要求されたサービスは、ユーザーの
ディレクトリエントリ内のユーザー固有の設定情報を確認します。サービスは、その
情報を使用してユーザーが要求した作業を実行します。

次の図は、ユーザーの認証および承認を実行するため、またユーザーに対してサービ
スを提供するためのユーザーエントリへのアクセスを示しています。

図 3–1単一ユーザーエントリによる多数のサービスのサポート
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このシステムによって可能になる機能の 1つに、ユーザーがWebベースですべての
Java ESサービスにサインオンできる機能、つまり他のシステムサービスに対しても
自動的に認証される機能があります。シングルサインオンとして知られるこの機能
は、Java Enterprise Systemが提供する強力な機能のうちの 1つです。

認証とシングルサイオン
Java ESの認証および承認サービスは、Access Managerによって提供されます。
Access Managerは、Directory Server内の情報を使用することで、ユーザーと
Java ES Webサービスまたは企業内のその他のWebベースのサービスとの対話を仲介
します。

Access Managerは、ポリシーエージェントと呼ばれる外部コンポーネントを使用しま
す。ポリシーエージェントは、サービスをホストするWebサーバーまたはAccess
Managerによってセキュリティー保護されているリソースにプラグインとして追加さ
れます。ユーザーがセキュリティー保護されたリソースに対する要求を送信したとき
に、ポリシーエージェントはAccess Managerの代わりに対話を仲介します。Portal
Serverや Communications Expressといった一部の Java ESコンポーネントでは、
Access Managerのサブコンポーネントによってポリシーエージェントの機能が提供さ
れます (74ページの「Sun Java System Access Manager 7 2005Q4」を参照)。

認証
Access Managerには、HTTPまたは HTTPSを介して企業内のWebサービスへのア
クセスを要求したユーザーのアイデンティティーを検証する認証サービスが含まれて
います。たとえば、企業の従業員が同僚の電話番号を調べる必要がある場合に、ブラ
ウザを使用してその企業のオンライン電話帳にアクセスします。電話帳サービスにロ
グインするには、ユーザーが自分のユーザー IDとパスワードを入力する必要があり
ます。

認証が行われる順序を図 3–2に示します。ポリシーエージェントは、電話帳へのログ
オン要求を仲介し (1)、認証サービスに要求を送信します(2)。認証サービスでは、
Directory Serverに格納されている情報と照合して、ユーザー IDとパスワードを確認
します (3)。ログイン要求が有効と認められると、そのユーザーは認証され (4)、(5)、
および (6)、企業の電話帳が従業員に表示されます (7)。ログイン要求が有効と認めら
れない場合は、エラーが生成されて認証に失敗します。

認証サービスは、証明書ベースの HTTPSを介した認証もサポートします。
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図 3–2認証順序

シングルサインオン
前の段落で説明した認証の例では、重要な手順を説明しています。ユーザーの認証要
求が検証されると、図 3–2に示すようにAccess Managerのセッションサービスが起
動されます (4)。セッションサービスによってセッショントークンが生成され、ここに
ユーザーのアイデンティティー情報およびトークン IDが保持されます (5)。
セッショントークンはポリシーエージェントに返され (6)、さらに認証要求を発行した
ブラウザに Cookieとして転送されます (7)。

認証されたユーザーがセキュリティー保護された別のサービスにアクセスしようとす
ると、ブラウザはセッショントークンを対応するポリシーエージェントに渡します。
ポリシーエージェントはセッションサービスを使用して、そのユーザーの以前の認証
が現在も有効であることを確認します。これにより、ユーザー IDおよびパスワード
の再入力を求めずに、そのユーザーに対して別のサービスへのアクセスが許可されま
す。

したがって、ユーザーは 1回のサインオンだけで、Java Enterprise Systemが提供する
Webベースの複数のサービスから認証されます。シングルサインオン認証は、ユー
ザーが明示的にサインオフするか、セッションが期限切れになるまで有効です。

承認
Access Managerには、Java ES環境のWebベースのリソースに対するアクセス制御機
能を提供するポリシーサービスも含まれています。ポリシーとは、特定の条件下で特
定のリソースへのアクセスが承認されるユーザーを記述したルールのことです。次の
図に、承認が行なわれる順序を示します。
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図 3–3承認順序

認証されたユーザーがAccess Managerによってセキュリティー保護されたリソース
に対する要求を発行すると (1)、ポリシーエージェントはポリシーサービスに通知しま
す (2)。ポリシーサービスでは、Directory Serverの情報を使用して (3)、そのユー
ザーにリソースへのアクセスポリシーがあるかどうかを確認するために、そのリソー
スを管理するアクセスポリシーを評価します (4)。ユーザーにアクセス権がある場合
は(5)、リソース要求が受け入れられます (6)。

Access Managerを使用すると、1つの企業内のポリシーを定義、変更、付与、取り消
し、および削除することができます。ポリシーは Directory Serverに格納され、組織
エントリのポリシー関連の属性によって設定されます。ロールは、ユーザーに対して
定義したり、ポリシー定義に組み込んだりできます。

ポリシーを適用するのは、Access Managerのポリシーエージェントの役目です。ポリ
シーサービスがアクセス要求を拒否すると、ポリシーエージェントは要求を発行した
ユーザーがセキュリティー保護されたリソースへアクセスすることを禁止します。

この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、用語間の関係や Java Enterprise Systemの文脈でどのように使用されているかの
説明に重点を置いています。

ディレクトリ データの書き込みよりも読み取りに対して最適化された特殊なデータ
ベース。ほとんどのディレクトリは、業界標準のプロトコルである
LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)に基づいています。
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ポリシー 特定の条件下で特定のリソースへのアクセスが承認されるユーザーを
記述したルール。このルールは、ユーザーのグループまたは組織内の
ロールに基づいて決められることもあります。

単一アイデンティティー Java Enterprise Systemディレクトリ内の単一ユーザーエントリに基づ
いてユーザーが所有するアイデンティティー。ユーザーは、この単一
のユーザーエントリに基づいて、ポータルなどの各種の Java
Enterprise Systemリソース、Webページ、さらにメッセージング、カ
レンダ、インスタントメッセージングなどのサービスへのアクセスが
許可されます。

シングルサインオン 分散型システム内のあるサービスに対するユーザー認証を、システム
内のほかのサービスにも自動的に適用できるようにする機能。
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第 4章

Java Enterprise Systemソリュー
ションのライフサイクルの作業

この章では、Java ESソリューションのライフサイクルの各フェーズに関する概念と
用語について説明します。この章では、配備作業、特に配備設計作業と配備実装作業
に重点を置いています。

この章では、ライフサイクルのフェーズを次の 3つのグループに分けて説明していま
す。

� 65ページの「配備前」
� 66ページの「配備」
� 71ページの「配備後」
� 71ページの「この章の重要な用語」

ソリューションのライフサイクルの作業
ソリューションのライフサイクルについては、Java ESソフトウェアを使ってビジネ
スソリューションを実装するための標準的な方法として、第 1章で紹介しました。こ
の章では、ライフサイクルの各フェーズで行う作業について説明します。簡単に参照
できるようにライフサイクルの図を図 4–1に再度示してあります。
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図 4–1ソリューションのライフサイクルの作業
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配備前
ライフサイクルの配備前フェーズでは、ビジネスに関するニーズの分析に基づいて配
備シナリオを作成します。配備シナリオは、配備を設計するための仕様としての役割
を果たします。

配備前の作業は、図 4–1に示すように 3つのフェーズに分けられます。

� ビジネス分析:このフェーズでは、提示する配備作業のビジネス上の目的を定義
し、その目的を達成するために満たす必要があるビジネス上の要件および制約を記
述します。

� 技術要件:このフェーズでは、ビジネス分析の結果に基づいてユースケースを作成
します。ユースケースは、作成予定のソフトウェアシステムとユーザーとの対話を
モデル化したものです。これらのユースケースに予測される使用パターンも決定し
ます。ビジネス分析と使用分析の両方に基づいて、提案する配備が満たす必要のあ
るサービス品質要件 (表 2–2を参照)を定式化します。

� 論理設計:このフェーズでは、技術要件のフェーズで開発したユースケースを分析
して、エンドユーザーにサービスを提供するために必要な Java ESインフラストラ
クチャーコンポーネントおよびカスタム開発されたアプリケーションコンポーネン
トを特定します。第 2章で説明した概念に基づいて、論理アーキテクチャーを設計
します。論理アーキテクチャーは、特定のソフトウェアソリューションのユース
ケースを実現するために必要なすべてのコンポーネント、およびコンポーネント間
のすべての対話を示します。

次の図に示すように、論理アーキテクチャーは、パフォーマンス、可用性、セキュリ
ティー、およびその他のサービス品質要件と組み合わされて、配備シナリオにカプセ
ル化されます。ライフサイクルの配備前のフェーズの詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4配備計画ガイド』を参照してください。

図 4–2配備シナリオの指定
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配備
ライフサイクルの配備のフェーズでは、配備シナリオに基づいて配備設計を作成し、
その設計の実装、テスト、および本稼働環境への展開を行います。

通常、配備プロセスには、1つのソフトウェアソリューションをサポートするために
必要な、すべての層およびすべてのインフラストラクチャーサービスレベルのソフト
ウェアコンポーネントが関連します。通常、カスタム開発されたアプリケーションコ
ンポーネント (J2EEコンポーネント、Webサービス、またはその他のサーバー)と、
ソリューションをサポートするために必要な Java ESコンポーネントの両方を配備す
る必要があります。

配備の作業は、図 4–1に示すように 2つのフェーズに分けられます。

� 66ページの「配備設計」: :配備設計は、ソリューションの論理アーキテクチャー
と、ソリューションが満たす必要があるパフォーマンス、可用性、セキュリ
ティー、スケーラビリティー、保守性、およびその他のサービス品質の要件の両方
に依存しています。配備アーキテクチャーにおけるサービス品質の次元は、配備設
計フェーズで重要な役割を果たします。

� 68ページの「配備実装」:配備設計の実装は、多くの場合、ハードウェアの
セットアップ、ソフトウェアのインストールおよび設定、開発と統合、テスト、お
よび本稼動への展開のその他の作業を含む反復プロセスです。

この後の節で、これらの配備プロセスの 2つのフェーズについてさらに詳しく説明
します。

配備設計
配備設計フェーズでは、上位レベルの配備アーキテクチャーを作成したあと、下位レ
ベルの実装仕様を作成します。

配備アーキテクチャー
配備アーキテクチャーは、配備シナリオに指定されたサービス品質の要件を満たす方
法で、論理アーキテクチャー、つまりアプリケーションの論理的な構築ブロックを物
理的なコンピューティング環境にマッピングすることによって作成されます。

次の図に示すように、配備シナリオに基づいて配備アーキテクチャーが作成されま
す。
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図 4–3配備シナリオに基づいた配備アーキテクチャーの作成

このアーキテクチャー設計の特徴の 1つとして、パフォーマンス、可用性、セキュリ
ティー、およびその他のサービス品質の要件を満たすように、物理環境がサイジング
(コンピュータの台数を決定し、コンピュータのプロセッサの処理能力および RAMの
要件を見積もる)されます。サイジングが完了した後、物理環境内にあるさまざまな
コンピュータに Java ESコンポーネントとアプリケーションコンポーネントを割り当
てます。配備アーキテクチャーの作成時には、さまざまなコンピュータの能力、シス
テムのインフラストラクチャーサービスの特徴、および総所有コストや総利用コスト
に対する制限を考慮に入れる必要があります。

配備シナリオに含まれる Java ESコンポーネントの数やサービス品質の要件で要求さ
れる事項が多ければ多いほど、設計上、より高機能なコンピュータやより広いネット
ワーク帯域幅が要求されます。ハードウェアが高価でその使用が制限される場合は、
固定コスト (ハードウェア)と変動コスト (人的リソースの要件)のバランスやサービス
品質の各要件のバランスを再検討したり、設計を見直して効率性を高める必要があり
ます。

配備アーキテクチャーの設計では、試行錯誤の繰り返しが必要な場合もあります。た
だし、Java Enterprise Systemは配備設計の出発点として、一連のリファレンス配備
アーキテクチャーを開発します。

参照アーキテクチャーは、特定の配備シナリオ、つまり特定のサービス品質の要件が
指定された論理アーキテクチャーに基づいています。参照アーキテクチャーでは、ソ
フトウェアソリューションは、指定されたサービス品質の要件を満たす方法で、特定
の物理環境に配備されます。指定された負荷でのパフォーマンステストは、配備シナ
リオの開発に使用されたものと同じユースケースのセットに基づいています。参照
アーキテクチャーのドキュメントは、非開示の条件付きで Java ESの顧客に提供され
ます。
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リファレンス配備アーキテクチャーまたは複数の参照アーキテクチャーの組み合わせ
に基づいて、ユーザー独自の配備シナリオの要件を満たす配備アーキテクチャーに関
する最初の概要を設計できます。ユーザー独自の配備シナリオと参照アーキテク
チャーの元になっている配備シナリオの違いを考慮したうえで、参照アーキテク
チャーを調整したり、参照アーキテクチャーを参照点として使用したりできます。こ
のようにして、ユーザー独自のサイジングの影響、パフォーマンス、セキュリ
ティー、可用性、容量、および保守性のニーズを評価できます。

実装仕様
実装仕様によって、配備アーキテクチャーの実装に必要な詳細情報が提供されます。
この仕様には、通常、次の情報が含まれます。

� コンピュータ、ストレージデバイス、ロードバランサ、ネットワークケーブルなど
の実際のハードウェア

� オペレーティングシステム

� サブネットおよびセキュリティーゾーンを含む、ネットワーク設計

� 可用性の設計の詳細

� セキュリティー設計の詳細

� エンドユーザーのプロビジョニングに必要なディレクトリ設計情報

実装計画
実装計画は、配備実装フェーズのさまざまな作業をどのように実行するかを示しま
す。この計画には、通常、次の作業が含まれます。

� ハードウェアのセットアップ
� ソフトウェアのインストール、アップグレード、および移行
� システムの設定とカスタマイズ
� 開発と統合
� テスト
� 本稼動への展開

配備実装
配備設計の実装は、前の節と図 4–1で示した作業から構成されます。実際の配備プロ
セスでは作業の反復が発生するので、これらの各作業の順序は固定的なものではあり
ません。以下の各項では、主要な各配備実装作業について、これらが通常実行される
順序に従って個別に説明します。これらの作業の詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4ドキュメントロードマップ』を参照してください。
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ハードウェアのセットアップ
実装仕様には、物理環境に関するすべての詳細情報が含まれています。たとえば、コ
ンピュータ、ネットワーク設計、ネットワークハードウェア (ケーブル、スイッチ、
ルータ、ロードバランサなど)、ストレージデバイスなどです。これらのハードウェア
はすべて、Java ESソリューションをサポートするプラットフォームとして設定する
必要があります。

ソフトウェアのインストール、アップグレード、および移
行
配備アーキテクチャー、および実装仕様が提供する詳細情報によって、物理環境の各
コンピュータに配備するアプリケーションコンポーネントおよび Java ESコンポーネ
ントが明らかになります。Java ESの統合インストーラを使って配備アーキテク
チャー内の各コンピュータに適切な Java ESコンポーネントをインストールします (
55ページの「Java Enterprise System統合インストーラ」を参照)。

インストール計画は、インストーラセッションの順序および範囲を示します。ただ
し、インストールの実行方法は、初めて Java Enterprise Systemのインストールを実
行するのか、以前インストールした Java ESコンポーネントをアップグレードするの
か、またはサードパーティーのコンポーネントを Java Enterprise Systemと交換する
のかどうかによって異なる場合があります。これらの Java ES導入シナリオの最後の
2つは、多くの場合、互換性のためにデータやアプリケーションコードの移行を必要
とします。

システムの設定とカスタマイズ
さまざまなシステムコンポーネントを統合されたシステムとして連携させるには、い
くつかのシステム設定作業を完了させる必要があります。これらの作業の中で最初に
完了する必要がある作業は、個々のシステムコンポーネントを起動させるために必要
な初期設定です。次に、各 Java ESコンポーネントが対話するコンポーネントと通信
できるように設定する必要があります。

各コンポーネントの可用性ソリューションに応じて、高可用性も設定する必要があり
ます。ユーザーが各種サービスにアクセスできるようにユーザーのプロビジョニング
を行う必要があります。また、認証と承認のポリシーおよび制御を設定する必要もあ
ります (57ページの「統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサー
ビス」を参照)。

ほとんどの場合、設定作業には、要件どおりの機能セットを実現するために、ある程
度の Java ESコンポーネントのカスタマイズが必要です。たとえば、通常は、ポータ
ルチャネルを提供するために Portal Serverを、承認タスクを実行するためにAccess
Managerを、ウィルスチェックやスパム防止フィルタリングを使用するために
Messaging Serverを、それぞれカスタマイズします。
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開発と統合
一般に、配備シナリオに指定された論理アーキテクチャーによって、ソリューション
の実装に必要なカスタム開発作業の範囲が決まります。

配備によっては、Application ServerまたはWeb Server環境で実行される J2EEコン
ポーネントを使用して新しいビジネスサービスおよびプレゼンテーションサービスを
最初から開発する必要があるので、開発は非常に大規模な作業になります。このよう
な場合には、ソリューションのプロトタイプを作成して、開発成果の全体を実装する
前に概念実証テストを実行します。

大規模な開発を必要とするソリューション用に、Sun Java Studioでは分散型コンポー
ネントまたはビジネスサービスをプログラミングするツールを提供しています。Sun
Java Studioは、Java ESインフラストラクチャーによりサポートされるアプリケー
ションのプログラミングとテストを簡素化します。

状況によっては、Java ESコンポーネントを旧バージョンのアプリケーションやサー
ドパーティーのサービスと統合できます。このような統合には、データ層の既存の
ディレクトリまたはデータサービス、あるいはビジネスサービス層の既存のコンポー
ネントが含まれることがあります。Java ESコンポーネントをこれらのシステムと統
合するには、データまたはアプリケーションコードの移行が必要になる場合がありま
す。

J2EEプラットフォームでは、J2EEリソースアダプタを開発することによって既存の
アプリケーションをApplication Server環境にプラグインするコネクタフレームワー
クを提供し、Message Queueでは、さまざまなアプリケーションを統合するための強
力な非同期メッセージング機能を提供します。

プロトタイプとパイロットのテスト
必要なカスタマイズ作業または開発作業の量によっては、ある時点で配備アーキテク
チャーを検証し、ユースケースと比較して、ソリューションがサービス品質要件を満
たしているかどうかをテストする必要があります。

カスタム開発サービスが比較的少ない (ほとんど追加設定の必要がない配備)場合は、
ソリューションで単に Java ESコンポーネントのカスタマイズとシステムのパイ
ロットテストのみが必要になることがあります。

一方、重要な新規のアプリケーションロジックを開発してカスタムサービスを作成し
た場合、このテストはプロトタイプのテスト、統合テストなどを実施する大規模なも
のになる可能性があります。

このテストによって配備アーキテクチャーの欠点が判明した場合は、アーキテク
チャーを修正してテストを再び実行します。最終的に、この反復プロセスによって、
本稼動環境への配備が可能な配備アーキテクチャーおよび実装が完成します。
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本稼動への展開
本稼動への展開では、本稼動環境に配備実装を組み入れます。このフェーズでは、本
稼動環境での分散型アプリケーションおよびインフラストラクチャーサービスのイン
ストール、設定、起動、本稼動システムのエンドユーザーのプロビジョニング、シン
グルサインオンおよびアクセスポリシーの設定などを行います。通常、まず限定的な
配備を行い、その後に組織全体の実装に移行します。このプロセスでは試験稼動を実
行し、適用する負荷を徐々に増やして、サービス品質の要件を満たしていることを確
認します。

配備後
ライフサイクルの配備後の段階では、本稼働環境に配備されたソリューションを実行
します。ライフサイクルのオペレーションフェーズでは、次の作業を行います。

� 監視:システムのパフォーマンスおよびシステムの機能を定期的に監視します。

� 保守:新規エンドユーザーのシステムへの追加、パスワードの変更、新規管理ユー
ザーの追加、アクセス権限の変更、定期的なバックアップの実行などの日常的な管
理機能を実行します。

� パフォーマンスの調整:システムの運用上のボトルネックを見つけるために定期的
に情報を監視し、設定のプロパティーの変更、容量の追加などによりボトルネック
の除去を試みます。

� システムの強化とアップグレード:これらの作業には、システムに新しい Java ES
コンポーネントを追加することで新しい機能を追加したり Java ES以外のコンポー
ネントを置き換えたりする作業が含まれます。どちらの場合も、これらの変更によ
りソリューションのライフサイクルの最初のフェーズから、システムの再設計が必
要になる場合があります。アップグレード作業は限定的で、通常は Java ESコン
ポーネントのアップグレードを実行します。

各 Java ESコンポーネントには、それぞれのオペレーションを設定、調整、または
管理するための独自の管理ツールが備えられています。監視および管理のための共
通のインフラストラクチャーおよびシステム全体を管理するための管理ツールを提
供することが目標です。

この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、用語間の関係や Java Enterprise Systemの文脈でどのように使用されているかの
説明に重点を置いています。
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配備 Java Enterprise Systemソリューションのライフサイクルプロセスの段
階の 1つ。この段階では、配備シナリオに基づいて、配備設計の作
成、実装、プロトタイプ作成、本稼働環境への展開が行われます。こ
のプロセスの最終的な状態は配備 (配備されたソリューション)とも呼
ばれます。

配備シナリオ 特定の Java Enterprise Systemソリューションに対する論理アーキテ
クチャーと、そのソリューションがビジネスニーズを満たすために必
要なサービス品質の要件。サービス品質の要件には、パフォーマン
ス、可用性、セキュリティー、保守性、およびスケーラビリティー
/潜在能力に関する要件が含まれます。配備設計は、配備シナリオに
基づいて開始されます。

開発 Java Enterprise Systemソリューションの配備プロセスに含まれる作業
の 1つ。この作業によって、配備アーキテクチャーのカスタムコン
ポーネントがプログラミングおよびテストされます。

配備前 Java Enterprise Systemソリューションのライフサイクルプロセスの段
階の 1つ。この段階では、ビジネスニーズに基づいて配備シナリオが
作成されます。このシナリオには、論理アーキテクチャーおよびソ
リューションが満たす必要のある一連のサービス品質の要件が含まれ
ます。

配備後 Java Enterprise Systemソリューションのライフサイクルプロセスの段
階の 1つ。この段階では、分散型アプリケーションの起動、監視、調
整によるパフォーマンスの最適化、および動的アップグレードによる
新機能の追加が行われます。

リファレンス配備アーキ
テクチャー

パフォーマンス確認用に設計、実装、およびテストされた配備アーキ
テクチャー。リファレンス配備アーキテクチャーは、カスタムソ
リューションの配備アーキテクチャーを設計するときの開始点として
使用されます。

ユースケース 分散型のエンタープライズアプリケーションによって実行される、1
つまたは一連のエンドユーザータスク。アプリケーションのパフォー
マンスを設計、テスト、および測定するための基礎情報として使用さ
れます。
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第 5章

参照リスト: Java Enterprise Systemコ
ンポーネント

この付録には、次のカテゴリごとに、すべての Java ESコンポーネントの参照リスト
が記載されています。

� 73ページの「システムサービスコンポーネントの説明」:分散型のエンタープラ
イズアプリケーションをサポートする主な Java ESインフラストラクチャーサービ
スを提供します。これらのサービスには、19ページの「Java Enterprise Systemが
必要な理由」で説明したように、ポータルサービス、通信サービスと共同作業サー
ビス、アイデンティティーサービスとセキュリティーサービス、Webサービスと
アプリケーションサービス、および可用性サービスが含まれます。

� 78ページの「サービス品質コンポーネントの説明」:システムサービスコンポー
ネントまたは分散型アプリケーションコンポーネントが提供するサービス品質を向
上するために使用されます。システムがほぼ連続的に稼動することを可能にする可
用性コンポーネント、システムサービスへのセキュリティー保護されたエンドユー
ザーアクセスを可能にするアクセスコンポーネント、また Java ESソリューション
の保守性の向上に使用するシステム管理コンポーネントがあります。

� 83ページの「共有コンポーネント」:特定のホストコンピュータ上で稼動するす
べての Java ESコンポーネントが共有できるローカルライブラリです。

この付録では、それぞれのカテゴリおよびサブカテゴリ内で Java ESコンポーネン
トをアルファベット順に記載しています。

各種コンポーネントのマニュアルに対するロードマップについては、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4ドキュメントロードマップ』を参照してください。

システムサービスコンポーネントの説明
Java ESシステムサービスコンポーネントは、分散型エンタープライズアプリケー
ションをサポートするために必要なインフラストラクチャーサービスを提供します。
次の各節で Java ESシステムサービスコンポーネントについて説明します。

� 74ページの「Sun Java System Access Manager 7 2005Q4」
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� 75ページの「Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1
2005Q4」

� 75ページの「Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4」
� 75ページの「Sun Java System Directory Server 5 2005Q4」
� 76ページの「Sun Java System Instant Messaging 7 2005Q4」
� 76ページの「Sun Java System Message Queue 3.6 2005Q4」
� 77ページの「Sun Java System Messaging Server 6 2005Q4」
� 77ページの「Sun Java System Portal Server 6 2005Q4」
� 78ページの「Sun Java System Service Registry 3 2005Q4」
� 78ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4」

Sun Java System Access Manager 7 2005Q4
Sun Java System Access Manager (Access Manager)は、Webベースのサービスおよび
Webベースでないアプリケーションを使用する顧客、従業員、およびパートナのデジ
タル IDの管理プロセスを、組織が管理するためのインフラストラクチャーを提供し
ます。これらのリソースは内部および外部の広範なコンピューティングネットワーク
で利用される可能性があるため、IDごとに属性、ポリシー、資格付与が定義および適
用されて、これらのテクノロジへのアクセスが管理されます。

Java ESインストーラでは、Access Managerはインストール可能な単一のコンポーネ
ントとして提供されます。必要に応じて、次のAccess Managerサブコンポーネント
は個別にインストールできます。

� アイデンティティー管理およびポリシーサービスコア:これを使用すると、ユー
ザーのアイデンティティーを作成および管理したり、ユーザーのアイデン
ティティーに基づいて Java ESリソースへのアクセスを許可するためのポリシーを
定義および評価したりできます。このサブコンポーネントには、Access Manager
SDKと Delegated Administrator (82ページの「Sun Java System Delegated
Administrator 6 2005Q4」を参照)サブコンポーネントも含まれます。

� Access Manager SDK: Access Managerへのリモートインタフェースを提供しま
す。このサブコンポーネントは、Access Managerにリモートアクセスする Java ES
コンポーネントをホストするすべてのコンピュータ上にインストールする必要があ
ります。

� Access Manager管理コンソール:アイデンティティーサービスとポリシー管理を
統合したグラフィカルインタフェースで、ユーザーが Directory Serverでユーザー
アカウント、サービス属性、アクセス規則を作成、管理するための単一インタ
フェースとなります。

� 連携管理の共有ドメインサービス:ユーザーは、複数の関連するサービスプロバイ
ダが提供するアプリケーションに単一の IDでアクセスできます。
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Sun Java System Application Server Enterprise
Edition 8.1 2005Q4
Sun Java System Application Server (Application Server)は、アプリケーションサービ
スとWebサービスを開発および配備に使用する J2EE互換プラットフォームを提供し
ます。Application Serverは、リモートメソッドの呼び出しやその他の実行時サービ
スなど、密接に結合された分散型コンポーネント間で行われる対話用のインフラスト
ラクチャーサービスを提供します。

Java ESインストーラでは、Application Serverはインストール可能な単一のコンポー
ネントとして提供されます。必要に応じて、次のApplication Serverサブコンポーネ
ントは個別にインストールできます。

� ドメイン Administration Server: Application Serverの管理や設定、また J2EEコ
ンポーネントおよびアプリケーションの配備などのサーバー側の管理機能を提供し
ます。

� Application Server管理クライアント: Application Serverインストールおよびホ
ストされたアプリケーションの管理および設定を可能にする、グラフィカルな管理
クライアントを提供します。管理クライアントは、アプリケーションの配備も支援
します。

� コマンド行管理ツール: Application Serverインストールおよびホストされたアプ
リケーションの管理および設定を可能にする、コマンド行管理クライアントを提供
します。このツールは、アプリケーションの配備も支援します。

� ロードバランスプラグイン。

� PointBase:持続的なオペレーションに使用できる組み込みデータベースを提供し
ます。

� アプリケーションのサンプル。

Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Sun Java System Calendar Server (Calendar Server)は、企業およびサービスプロバイ
ダ向けの一元化されたカレンダ機能およびスケジュール機能に使用される、スケーラ
ブルなWebベースのソリューションです。Calendar Serverは、個人およびグループ
のカレンダ機能に加え、会議室や機器などのリソースのカレンダ機能をサポートしま
す。

Java ESインストーラでは、Calendar Serverはインストール可能な単一のコンポーネ
ントとして提供されます。

Sun Java System Directory Server 5 2005Q4
Sun Java System Directory Server (Directory Server)は、イントラネット、ネットワー
ク、およびエクストラネットの情報に対する、一元化されたディレクトリサービスを
提供します。Directory Serverは既存のシステムに統合され、従業員、顧客、仕入
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先、およびパートナ企業の情報を統合化に対応した集中的リポジトリとして機能しま
す。Directory Serverを拡張することで、ユーザーのプロファイルや設定情報、およ
びエクストラネットのユーザー認証を管理できます。

Java ESインストーラでは、Directory Serverはインストール可能な単一のコンポーネ
ントとして提供されます。

Sun Java System Instant Messaging 7 2005Q4
Sun Java System Instant Messaging (Instant Messaging)を使用すると、エンドユー
ザーがインスタントメッセージングやチャットセッションに参加したり、互いにア
ラートメッセージを送信したり、グループのニュースをすぐに共有したりできます。
Instant Messagingは、イントラネットとインターネットの両方に適しており、ほかの
インスタントメッセージングプロバイダとの対話をサポートします。

Java ESインストーラでは、Instant Messagingはインストール可能な単一のコンポー
ネントとして提供されます。次の Instant Messagingサブコンポーネントは個別にイ
ンストールできます。

� Instant Messagingサーバーコア:サーバーおよびマルチプレクサソフトウェアが
含まれます。

� Instant Messagingリソース。

� Access Manager Instant Messagingサービス。

Sun Java System Message Queue 3.6 2005Q4
Sun Java System Message Queue (Message Queue)は、アプリケーション間通信およ
び信頼性の高いメッセージ配信の問題に対する、標準ベースのソリューションです。
Message Queueは、JMS (Java Message Service)オープン標準を実装した企業向けの
メッセージングシステムです。

Message Queueの機能は、JMSプロバイダであることに加え、JMS仕様の最小要件を
満たしています。Message Queueソフトウェアを使用することで、異なるプラット
フォームおよびオペレーティングシステム上で稼動するプロセスが共通のMessage
Queueサービスに接続して、情報を送受信できます。アプリケーション開発者は、
ネットワーク間の通信方法に関する低レベルの詳細に注意を奪われることなく、アプ
リケーションのビジネスロジックに集中して作業を行うことができます。

Message Queueには、次の 2つのエディションがあります。

� Enterprise Edition (デフォルト):マルチブローカのメッセージサービス、HTTPお
よび HTTPS接続、セキュリティー保護されたスケーラブルな接続、クライアント
接続のフェイルオーバー、およびクライアントの C言語対応に対するサポートを
提供します。このエディションは、大規模な本稼動環境でのメッセージングアプリ
ケーションの配備および実行に適しています。
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� Platform Edition:基本的な JMSサポートを提供し、小規模な配備および開発環境
に適しています。

Java ESインストーラでは、Message Queue Enterprise EditionおよびMessage
Queue Platform Editionは個別にインストール可能なコンポーネントとして提供さ
れます。

Sun Java System Messaging Server 6 2005Q4
Sun Java System Messaging Server (Messaging Server)は、企業とサービスプロバイダ
の両方に対応した、強力な標準ベースのインターネットメッセージングサーバーで
す。Messaging Serverは、大容量かつ信頼性の高いメッセージ処理を目的として設計
されていて、複数のモジュール (複数の電子メールプロトコルをサポートする個別に
設定可能なコンポーネント)から構成されます。

Java ESインストーラでは、Messaging Serverはインストール可能な単一のコンポー
ネントとして提供されます。ただし、インストール後、いくつでも異なるメッセージ
ングサービス、つまり次のMessaging Serverサブコンポーネントセットを提供するよ
うに各Messaging Serverインスタンスを設定できます。

� メッセージストア:メッセージを格納および取得する機能を提供します。

� Message Transfer Agent (MTA): SMTP接続による電子メールの送信、電子メール
のルーティング、および適切なメッセージストアへのメッセージの配信をサポート
します。電子メールを内部ストレージ (着信)または外部メールストア (発信)に配
信するように設定できます。

� Message Multiplexor (MMP): IMAPまたは POPのいずれかのプロトコルを使用
して、メッセージストア (またはストアのセット)の電子メールクライアントにア
クセスすることにより電子メールの取得をサポートします。

� Message Express Multiplexor (MEM): Webベースの (HTTML)電子メールクライ
アントによる電子メールの取得および送信をサポートします。

Sun Java System Portal Server 6 2005Q4
Sun Java System Portal Server (Portal Server)は、アイデンティティーに対応したポー
タルサーバーソリューションです。Portal Serverはパーソナル化、集約、セキュリ
ティー、統合、検索などの主なポータルサービスを組み合わせます。Portal Serverの
サブコンポーネントであるモバイルアクセスは、携帯電話や携帯情報端末などのモバ
イルデバイスから Portal Serverへのワイヤレスアクセスを可能にします。

Java ESインストーラでは、モバイルアクセスを含む Portal Serverはインストール可
能な単一コンポーネントとして提供されます。
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Sun Java System Service Registry 3 2005Q4
Sun Java System Service Registry (Service Registry)は、Webサービス (UDDI)レジス
トリとしても、エンタープライズビジネス XML (ebXML)レジストリとしても機能す
るリポジトリであり、Webベースのサービス指向アーキテクチャー (SOA)アプリケー
ションをサポートします。UDDIレジストリは、Webサービスの登録と検索に使用さ
れ、ebXMLレジストリは、ビジネスプロセス統合のサポートに必要な情報アー
ティファクトの格納および管理に使用されます。これらのアーティファクトには、
XMLスキーマ、ビジネスプロセスルール、Webサービスアクセス制御、バージョン
管理、分類スキーマなどのメタデータが含まれます。

Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
Sun Java System Web Server (Web Server)は、マルチプロセスとマルチスレッドに対
応するセキュリティー保護されたWebサーバーであり、オープン標準に基づいて構築
されています。Web Serverは、高いパフォーマンス、信頼性、スケーラビリティー、
および管理能力を、あらゆる規模の企業に対して提供します。Web Serverは、JDK
1.4.1、Java Servlet 2.3、JavaServer Pages™ (JSP™) 1.2、HTTP/1.1、PKCS #11、
FIPS-140、168ビットステップアップ証明書、その他のさまざまなセキュリティー
ベース標準など、広範なWebソフトウェア標準がサポートします。

Java ESインストーラでは、Web Serverはインストール可能な単一のコンポーネント
として提供されます。

サービス品質コンポーネントの説明
Java ESサービスコンポーネントをサポートするコンポーネントは、次のカテゴリに
分けられます。

� 可用性コンポーネント

� アクセスコンポーネント

� 管理コンポーネント

これらのカテゴリに含まれるコンポーネントについては、この後の節で説明しま
す。

可用性コンポーネントの説明
可用性コンポーネントは、システムサービスコンポーネントおよびアプリケーション
コンポーネントがほぼ連続的に稼動することを可能にします。ここでは、次の
Java ES可用性コンポーネントについて説明します。
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� 79ページの「Sun Cluster 3.1 8/05と Sun Clusterエージェント」
� 79ページの「High Availability Session Store 2005Q4」

Sun Cluster 3.1 8/05と Sun Clusterエージェント
Sun Clusterソフトウェアは、高可用性サービスおよび高スケーラビリティーサービ
スを、Java Enterprise Systemと Java ESインフラストラクチャーに基づくアプリケー
ションに対して提供します。

クラスタとは緩やかに結合された一連のコンピュータ (クラスタノード)のことであ
り、サービス、システムリソース、およびデータの単一のクライアントビューを一括
して提供します。クラスタの内部では、冗長コンピュータ、インターコネクト、デー
タ記憶域、およびネットワークインタフェースを使用して、クラスタベースのサービ
スおよびデータに高可用性を提供します。 Sun Clusterソフトウェアは、メンバー
ノードおよびその他のクラスタリソースの健全性を継続的に監視し、障害が発生した
場合でも、内部の冗長性を利用してそれらのリソースへのほぼ連続的なアクセスを提
供します。

Java ESインストーラでは、Sun Clusterコアおよび Sun Clusterエージェントが、個
別にインストール可能なコンポーネントとして提供されます。追加の Sun Cluster
エージェントは別の CDに収録されています。

High Availability Session Store 2005Q4
Sun Java System High Availability Session Store (HADB)が提供するデータストアを使
用すれば、障害発生時でもアプリケーションのデータが利用可能になります。この機
能は、クライアントセッションに関連付けられた状態情報の復元に特に重要です。こ
の機能がないと、セッション中に障害が発生した場合、セッションの再確立時にすべ
てのオペレーションを繰り返す必要があります。

次の Java ESコンポーネントは、セッション状態情報を格納するサービスを提供しま
す。Application Server、Access Manager、およびMessage Queue。ただし、これら
のコンポーネントの中で、障害時にセッション状態を保持するために HADBサービ
スを使用できるのはApplication Serverのみです。

Java ESインストーラでは、HADBはインストール可能な単一のコンポーネントとし
て提供されます。ただし、HADBサービスを提供するにはサーバーとクライアントの
両方のサブコンポーネントが必要です。

アクセスコンポーネントの説明
アクセスコンポーネントは、システムサービスへのフロントエンドアクセスを可能に
し、多くの場合、エンタープライズファイアウォールの外にあるインターネットから
のアクセスを可能にします。ここでは、次の Java ESアクセスコンポーネントについ
て説明します。
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� 80ページの「Sun Java System Communications Express 6 2005Q4」
� 80ページの「Sun Java System Web Proxy Server 4.0.1 2005Q4」
� 80ページの「Sun Java System Connector for Microsoft Outlook 6 2005Q4」
� 81ページの「Sun Java System Directory Proxy Server 5 2005Q4」
� 81ページの「Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access 6 2005Q4」

Sun Java System Communications Express 6 2005Q4
Sun Java System Communications Express (Communications Express)は、カレンダ
サービス、電子メールサービス、およびアドレス帳サービスへのWebインタフェース
をエンドユーザーに提供する、Webベースの統合された通信および共同作業クライア
ントを提供します。Communications Expressは 3つのクライアントモジュールで構
成されます。カレンダ、アドレス帳、およびメールです。Communications Express
は、Messaging Serverまたは Calendar Server、あるいはその両方にアクセスできる
ように設定可能であり、Sun Java System LDAP Schema, Version 1 (Schema 1)、
Schema 2のいずれかと連動して動作します。

Java ESインストーラでは、Communications Expressはインストール可能な単一のコ
ンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Web Proxy Server 4.0.1 2005Q4
Sun Java System Web Proxy Server (Web Proxy Server)は、Webコンテンツの
キャッシュ機能、フィルタリング機能、および配信機能を提供します。Web Proxy
Serverは通常、企業のファイアウォールの内側ではリモートのコンテンツサーバーに
対する要求数を低減するために使用され、ファイアウォールの外側では受信されたイ
ンターネット要求に対するセキュリティー保護されたゲートウェイを提供するために
使用されます。

Java ESインストーラでは、Web Proxy Serverはインストール可能な単一のコンポー
ネントとして提供されます。

Sun Java System Connector for Microsoft Outlook 6
2005Q4
Sun Java System Connector for Microsoft Outlookを使用すると、Outlookを Sun Java
Enterprise Systemのデスクトップクライアントとして使用できます。Connector for
Microsoft Outlookは、ユーザーのデスクトップにインストールする必要がある
Outlookプラグインです。

Connector for Microsoft Outlookは、Messaging Serverに対してフォルダ階層と電子
メールメッセージを照会して、この情報を Outlookで表示可能なMAPI (Messaging
API)プロパティーに変換します。同様に、WCAPを使用して、Calendar Serverに対
してイベントとタスクを照会し、これらをMAPIプロパティーに変換します。Sun
Java System Connector for Microsoft Outlookはこのモデルを使って、次の異なる 2つ
の情報ソースからエンドユーザーの Outlookビューを構築します。Messaging Server
のメール情報と Calendar Serverのカレンダ情報。
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Sun Java System Connector for Microsoft Outlookは、付属の CDに専用のインストー
ラとともに収録されています。

Sun Java System Directory Proxy Server 5 2005Q4
Sun Java System Directory Proxy Server (Directory Proxy Server)は、e-コマースソ
リューションに対応したあらゆるミッションクリティカルなディレクトリサービスの
中核コンポーネントです。Directory Proxy Serverは LDAPアプリケーション層のプ
ロトコルゲートウェイであり、アプリケーション層のロードバランス機能とフェール
オーバ機能を利用して、強化されたディレクトリアクセス制御、スキーマ互換性、お
よび高可用性を提供します。

Java ESインストーラでは、Directory Proxy Serverはインストール可能な単一のコン
ポーネントとして提供されます。

Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access 6
2005Q4
Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access (Portal Server, Secure Remote
Access)は、Portal Serverのコンテンツとサービスに対するブラウザベースのセ
キュリティー保護されたリモートアクセスを任意のリモートブラウザに対して提供す
ることで、Portal Serverを拡張します。これにより、クライアントソフトウェアを用
意する必要がなくなります。Portal Serverとの統合により、ユーザーはセキュリ
ティー保護されたアクセスで、アクセス権があるコンテンツやサービスにアクセスす
ることができます。

Java ESインストーラでは、Portal Server, Secure Remote Accessはインストール可能
な単一のコンポーネントとして提供されます。必要に応じて、次の Portal Server,
Secure Remote Accessサブコンポーネントは個別にインストールできます。

� Portal Server, Secure Remote Accessコア。

� ゲートウェイ:外部からのリモートアクセスが可能な企業イントラネットにインタ
フェースとセキュリティーバリアを提供します。ゲートウェイは単一のインタ
フェースにより、内部Webサーバーとアプリケーションサーバーのコンテンツを
リモートユーザーに安全に提供します。

� Netlet Proxy:インターネットなどのセキュリティー保護されていないネットワー
クを通じて、一般的な TCP/IPサービスを安全に実行できます。Netletを使用する
ことで、telnet、SMTP、HTTP、固定ポートアプリケーションなどのアプリケー
ションを実行できます。

� Rewriter Proxy: Webリンクを転送し、イントラネットのWebページの扱いに関
するルールセットを作成することで、イントラネット外から企業イントラネットの
Webページへのセキュリティー保護されたアクセスを提供します。
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管理コンポーネントの説明
管理コンポーネントは、システムサービスのための、設定や監視などの管理機能を提
供します。ここでは、次の Java ES管理コンポーネントについて説明します。

� 82ページの「Sun Java System Administration Server (およびコンソール) 5
2005Q4」

� 82ページの「Sun Java System Directory Preparation Tool 2005Q4」
� 82ページの「Sun Java System Delegated Administrator 6 2005Q4」

Sun Java System Administration Server (およびコンソー
ル) 5 2005Q4
Sun Java System Administration Server (Administration Server)はサーバーコンソー
ルと連携して、Directory Server、Directory Proxy Server、およびMessaging Server
を管理するためのグラフィカルツールを提供します。Administration Serverは、同一
のルートディレクトリ内のサーバーグループにインストールされたサーバーの要求を
処理して、要求の実行に必要なプログラムを起動します。

サーバーコンソールは、ネットワーク上の Directory Serverインスタンスおよび
Administration Serverインスタンスと連動して機能するスタンドアロンの Javaアプ
リケーションです。サーバーコンソールは、企業内の Java ESソフトウェアのフロン
トエンド管理アプリケーションとして動作します。

Java ESインストーラでは、サーバーコンソールとAdministration Serverは、まとめ
てインストール可能な単一のコンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Directory Preparation Tool 2005Q4
Sun Java System Directory Preparation Scriptは、Messaging Serverおよび Calendar
Serverに対するユーザーのプロビジョニングに必要なスキーマを使って Directory
Serverを設定するために使用されます。

Sun Java System Delegated Administrator 6 2005Q4
Sun Java System Delegated Administratorは、Calendar Server、Messaging Server、
およびその他の Java ESサービスプロバイダに対するユーザー、グループ、ドメイ
ン、およびリソースのプロビジョニングを行うためのコマンド行ユーティリティー
(commadmin)です。

Access Managerのインストールを選択すると、Delegated Administratorは自動的に
インストールされます。
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共有コンポーネント
共有コンポーネントは、Java ESのシステムサービスコンポーネントとサービス品質
コンポーネントが依存するローカルサービスとテクノロジサポートを提供します。
Java ESインストーラは、ホストコンピュータにインストールされたほかの Java ESコ
ンポーネントをサポートするために必要なすべての共有コンポーネントを自動的にイ
ンストールします。

Java Enterprise Systemには、次の共有コンポーネントが含まれます。

� ANT (Jakarta ANT Java/XMLベースのビルドツール)
� Apache Commons Logging
� Berkeley DB
� 共通のエージェントコンテナ
� ICU (International Components for Unicode)
� J2SE™ (Java 2 Platform, Standard Edition)
� JAF (JavaBeans™ Activation Framework)
� JATO (Java Studio Enterprise Web Application Framework)
� JavaHelp™ Runtime
� JavaMail™ Runtime
� JAXB (Java Architecture for XML Binding) Runtime
� JAXP (Java API for XML Processing)
� JAXR (Java API for XML Registries) Runtime
� JAX-RPC (Java API for XML-based Remote Procedure Call) Runtime
� JCAPI (Java Calendar API)
� JDMK (Java Dynamic Management™ Kit) Runtime
� JSS (Java Security Services)
� KTSE (KT Search Engine)
� LDAP C SDK
� LDAP Java SDK
� MA (Mobile Access)コア
� MFWK (Java ES Monitoring Framework)
� NSPR (Netscape Portable Runtime)
� NSS (Network Security Services)
� SAAJ (SOAP with Attachments API for Java)
� SASL (Simple Authentication and Security Layer)
� Sun Explorer Data Collector (Solarisのみ)
� Sun Java Web Console
� WSCL (Web services Common Library)
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定義, 32

サービス品質要件
可用性, 46, 47
スケーラビリティー, 46, 47
セキュリティー, 46, 47
潜在能力, 46
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サービス品質要件 (続き)
パフォーマンス, 46
保守性, 46, 47

作業、Java Enterprise System, 27, 63

し
システム
コンポーネント
「システムコンポーネント」を参照

サービス, 19-21
設定, 57

システムコンポーネント
概要, 22
共有コンポーネント, 26, 83
サービス品質コンポーネント, 24-26
システムサービス, 73-78
システムサービスコンポーネント
「システムサービスコンポーネント」を
参照

定義, 33
システムサービス
概要, 22
定義, 33

システムサービスコンポーネント
依存関係, 41-42
概要, 22-24
定義, 33

持続サービス, 38
実行時サービス, 39
実装仕様, 68
承認, 60-61
シングルサインオン

Java ES機能, 23, 59
インフラストラクチャーサービスレベル, 39
実装, 60
定義, 62

す
スケーラビリティー
サービス, 47, 79
要件, 46, 47

せ
セキュリティー
サービス, 21
ポリシーサービス, 39
要件, 46, 47

潜在能力要件, 46

そ
層、論理

business service, 43
アプリケーションアーキテクチャー、およ
び, 42

クライアント, 43
データ, 43
プレゼンテーション, 43

ソリューション、Java ES
アーキテクチャー, 35
カスタムおよび標準, 50
ライフサイクル, 27-30
例, 50

た
単一アイデンティティー
概要, 58
定義, 62

つ
通信サービス, 20

て
ディレクトリ
定義, 61
ユーザーデータストアとして, 58

と
統合

Java ES導入シナリオ、および, 31
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統合 (続き)
機能
「統合機能」を参照

サービス, 39
統合機能
アイデンティティーおよびセキュリティー

, 21, 57-61
概要, 21
共有コンポーネント, 21
統合インストーラ, 21, 55-57

導入シナリオ、Java ES
新しいシステム, 30
アップグレード, 30
概要, 30-31
拡張, 30
強化, 30
定義, 32

トレーニング、Java ES導入シナリオ、およ
び, 31

に
認証, 59-60

ね
ネットワークトランスポートサービス, 38

は
ハードウェア、Java ES導入シナリオ、およ
び, 31

配備
アーキテクチャー, 66
開発およびカスタマイズ, 70
実装, 68-71
シナリオ
「配備シナリオ」を参照

設計, 66-68
定義, 72
プロトタイプテスト, 70
本稼働への展開, 71
ライフサイクルの段階, 66-71
ライフサイクルのフェーズ, 66
リファレンスアーキテクチャー, 67

配備アーキテクチャー
概要, 35
設計, 66-68
層によるアーキテクチャーとの関係, 44
定義, 53

配備後
定義, 72
ライフサイクルのフェーズ, 71

配備シナリオ
概要, 65
定義, 72

配備前
定義, 72
ライフサイクルのフェーズ, 65

パフォーマンス要件, 46

ひ
ビジネスサービス
定義, 53
プレゼンテーション層、および, 43

ふ
プラットフォームサービス, 37
プロトタイプ, 70
分散型
アプリケーション
「分散型のエンタープライズアプリケー
ション」を参照

サービス
「分散型サービス」を参照

分散型サービス
Web, 21
アイデンティティー, 21
アクセス, 21
アプリケーションレベル, 37
インフラストラクチャー, 20
概要, 20
可用性, 21
管理, 21
持続, 38
実行時, 21, 39
セキュリティー, 21, 39
通信および共同作業, 20
統合, 39
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分散型サービス (続き)
ネットワークトランスポート, 38
プラットフォーム, 37, 38
ポータル, 20
ミドルウェア, 37
メッセージング, 38
ユーザーの共同作業, 39

分散型のエンタープライズアプリケーション
インフラストラクチャー, 20
概要, 19
定義, 32

ほ
ポータルサービス, 20
保守性要件, 46, 47
ポリシー
承認, 60
定義, 62

本稼働への展開, 71

み
ミドルウェアサービス, 37

め
メッセージングサービス, 38

ゆ
ユーザーエントリ, 58
ユーザーカテゴリ

ITマネージャー, 29
システムアナリスト, 29
システムインテグレータ, 29
システム管理者, 29
設計者, 29
代行管理者, 30
特化したシステム管理者, 30
ビジネスプランナ, 29
フィールドエンジニア, 29

ユーザーの共同作業サービス, 39
ユーザーのプロビジョニング, 68

ユーザープロファイル, 29
ユースケース
概要, 65
定義, 72

よ
用語、リンク, 15

ら
ライフサイクルのフェーズ
配備, 29, 66
配備後, 29, 71
配備前, 28, 65

り
リファレンス配備アーキテクチャー
概要, 67
定義, 72

ろ
論理アーキテクチャー
インフラストラクチャーサービスレベル、お
よび, 37

概要, 35
定義, 53
例, 51-52
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